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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。
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無病息災や五穀豊穣を願い、梵天を三所神社へ奉納する
秋田県横手市増田町の三所神社梵天まつり（増田梵天
まつり）。寛永20年（1643）に魚商たちが市場の神を
祀って奉納したのが始まりといわれる。長さ5メート
ルほどの梵天を纏に見立てて高く掲げたりする妙技が
見所。
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人
間
誰
し
も
よ
り
明
る
い
未
来
（
明
日
）

を
信
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
比
率

が
30
％
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
地
方
で
も
、

ど
こ
よ
り
も
明
日
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
若
者

が
、
4
年
間
も
一
カ
所
に
集
っ
て
い
る
の
は

大
学
で
す
。
20
歳
前
後
の
若
者
と
教
育
・
研

究
の
プ
ロ
で
あ
る
知
の
集
積
の
場
と
し
て
の

大
学
が
、
そ
の
存
続
を
か
け
て
今
変
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
８
年
に
施
行
さ
れ
た
「
大
学
等
技

術
移
転
促
進
法
」
を
受
け
、
認
定
Ｔ
Ｌ
Ｏ

（
技
術
移
転
機
関)

制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
に
国
立
大
学
の
法
人
化
で
、
認

定
Ｔ
Ｌ
Ｏ
に
出
資
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
は
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

大
学
の
使
命
に
研
究
・
教
育
の
成
果
を
提
供

す
る
社
会
貢
献
が
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
大

学
の
社
会
貢
献
の
使
命
を
担
っ
た
組
織
が
出

来
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
要
と
な
る
大
学
が
仕
掛
け
る

新
た
な
動
き
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

産
学
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
等
の
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
人
材

登
用事

業
開
発
・
企
画
が
な
く
研
究
開
発
の
ベ

テ
ラ
ン
人
材
中
心
の
登
用
か
ら
、
技
術
の
事

業
化
に
従
事
し
た
人
材
の
登
用
が
始
ま
り
、

大
学
の
研
究
成
果
の
事
業
化
、
共
同
研
究
連

携
、
事
業
連
携
、
学
生
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
連
携
等
の
実
績
が
出
始
め
ま
し
た
。

新
事
業
を
模
索
す
る
中
小
企
業
の
経
営
者

目
線
と
の
連
携
の
加
速

新
技
術
や
新
事
業
を
模
索
し
て
い
る
経
営

者
の
顧
客
目
線
と
大
学
の
技
術
シ
ー
ズ
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
共
同
開
発
や
事
業
開
発
を

支
援
し
、
連
携
を
成
功
に
導
く
活
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
典
型
的
事
例
を
、
徳

島
大
等
５
大
学
の
教
員
約
50
人
が
設
立
し
た

㈱
四
国
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
最
近
の
活
動
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
中
小
企
業
数
百
社
の
経
営
者

ニ
ー
ズ
に
対
す
る
面
談
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

�

経
営
資
源
を
国
内
外
に
発
信
す
る
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
確
立

政
策
目
標
と
し
て
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
輩

出
が
始
ま
っ
て
15
年
、
国
の
研
究
開
発
・
製

造
技
術
支
援
を
受
け
な
が
ら
世
界
に
通
用
す

る
技
術
を
事
業
化
し
、
世
界
に
飛
躍
す
る

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
出
始
め
て
い

ま
す
。
こ
の
典
型
事
例
を
慶
応
大
学
の
山
形

県
鶴
岡
拠
点
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ

イ
オ
系
や
新
素
材
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
5
社
が
設

立
さ
れ
、
海
外
も
含
む
地
域
の
雇
用
創
出
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
や
大
学
の
財
源
不
足
を
、
常

に
交
付
金
で
補
て
ん
し
て
き
た
良
き
時
代
か
ら
、

地
域
や
大
学
の
自
律
（
自
ら
の
意
思
と
工
夫
に

よ
る
自
立
）
を
促
す
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
時
代
変
化
の
認
識
と
改
革
努
力
に
は
温

度
差
が
あ
り
ま
す
。
地
方
に
あ
る
経
営
資
源
の

本
格
的
な
棚
卸
を
行
い
、
若
者
の
集
積
す
る
大

学
を
活
用
し
て
、
世
界
に
発
信
で
き
る
「
仕
事
」

を
作
り
出
す
時
代
が
と
っ
く
に
来
て
い
ま
す
。

若
者
と
教
育
・
研
究
集
積
の
「
場
」
の
活
用
で�

地
方
創
生
を�

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
　
商
学
博
士

ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
審
査
委
員
長
　
松
田
　
修
一

随
感
随
筆
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ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

受賞者が決定

総務省自治財政局地方債課吉川課長、栢森審査委員、柚木理事長を交え、受賞者全員で記念撮影

特集

　ふるさと財団では、地域振興に資する事業を展開する民間事業者を顕彰し、その活動を全国に
広く周知することにより、地域の振興、地域経済の活性化と魅力あるふるさとづくりの推進に資
するものとして、平成14年度から「ふるさと企業大賞（総務大臣賞）」の表彰を行っています。
　平成28年度も地方公共団体から推薦された８事業者を受賞者として選定し、平成28年10月
25日（火）に表彰式及び受賞記念パーティを開催しました。



5  ● FEB. 2017 vol.127

株式会社石巻青果医療法人社団博英会
卸売市場移転整備事業介護老人保健施設建設事業

宮城県東松島市福島県西郷村

　JR新白河駅前で医療、
介護、健康増進事業を一
体的に展開する医療法人
社団。平成16年にふるさ
と融資を活用して西郷村
で唯一の老人保健施設を
開業。それまで実施して
いた医療、訪問看護、居
宅介護支援に加えて入所
者向け介護サービスを開
始。その後も医療、介護、
健康増進施設の整備を進
めている。
　①新型検査機器を備え救急医療にも対応する医
療施設、②リハビリから認知症・終末期まで幅広
く対応する介護施設、③介護予防も手掛ける健康
増進施設の連携により健康づくりの拠点として地
域に貢献している。

株式会社レスパスコーポレーション
愛媛県東温市

株式会社アグリス
福岡県八女市

株式会社石巻青果
宮城県東松島市

医療法人社団博英会
福島県西郷村

株式会社ナベル
三重県伊賀市

ミサキ電機株式会社
兵庫県洲本市社会医療法人財団白十字会

長崎県佐世保市

株式会社ケイズ
鳥取県米子市
　

　石巻地域（石巻市・東
松島市・女川町）を主地
盤とする地方卸売市場の
開設者兼卸売業者。青果
と花卉を併営し地方卸売
市場における青果取扱高
は全国第９位となってい
る。
　ふるさと融資を活用し
平成22年に東松島市に
移転新築。三陸道石巻港
IC 至近地に３温度帯管理
（冷蔵・低温・常温）、環境負荷の少ない施設を整
備した。
　全国的に卸売市場の取扱高は漸減傾向にあるが、
全国の産地とのネットワークで培った集荷力、小
ロット化や個別包装などの対応力により持続的成
長を続けている。

授与対象者は、ふるさと融資を利用した民間事業者のうち、融資の対象事業が、

　①地域経済及び雇用に特に貢献していると認められること

　②地域のイメージアップに特に貢献していると認められること

　③その他魅力あるふるさとづくりに特に貢献していると認められること

のいずれかに該当するものとしています。

受賞者は、都道府県、政令指定都市及び市町村から推薦され、有識者からなる

審査委員会の審議を経て選考されました。

代表取締役社長 
近江 惠一 氏

理事長 
金子 大成 氏
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株式会社レスパスコーポレーション 株式会社ケイズ

ミサキ電機株式会社 株式会社ナベル

温浴施設等建設事業 アウトソーシングセンター建設事業

板金部品・電機機器製造工場建設事業 各種蛇腹製造工場建設事業

愛媛県東温市 鳥取県米子市

兵庫県洲本市 三重県伊賀市

　東温市においてアウト
レットモール・温浴施設
等の複合施設「レスパス
シティ」を運営している
事業者。
　平成12年にふるさと融
資を活用してレスパスシ
ティ内に西日本最大級の
野天風呂を有する「見奈
良天然温泉利楽」を開業。
平成17年には文化や芸
術を発信する常設型劇場
「坊っちゃん劇場」をグループ会社が開業した。
　レスパスシティの来場者数は年間340万人。市
内最大の観光交流拠点となっており、市の総合戦
略の中でも「レスパスシティの観光交流・拠点化」
が謳われるなど、まさに地域資源と位置づけられ
る存在となっている。

　米子市に本社を置く山
陰最大手のシステムイン
テグレーター。鳥取、島
根を中心に広島、岡山、
東京にも事業展開してい
る。
　平成21年にふるさと融
資を活用してアウトソー
シングセンターを建設。
クラウドを活用した事業
展開に着手し、その後の
事業拡大の布石とした。
　創業来、長年にわたり情報通信システム会社と
して、主流となる技術基盤が大きく変化する中でも、
最新技術を吸収して地域のニーズに応え続けてき
た経営実績は高い評価を得ている。

　洲本市に本社を置く照
明器具等のメーカー。淡
路島（洲本市と淡路市）
に製造拠点があり、シャ
ンデリア、スコアボー
ド、電撃殺虫器、モバイ
ルロッカー等を企画・
設計・生産し、大手メー
カー経由で販売している。
平成16年にふるさと融資
を活用し洲本市の五色工
場の増築を行った。
　価格競争の激しい量産品は手掛けず、手間のか
かる独自性の高い強い商品を少量多品種生産する
ことで、業績変動の大きな電機機器産業の中でも
安定成長を実現している。

　伊賀市に本社を置く蛇
腹メーカー。カメラ用の
蛇腹から製造を開始し、
医療機器や工作機械等の
機能的なカバー製造に展
開。特許を持つ独自性の
ある技術は国際的にも高
い評価を受けている。平
成18年にふるさと融資を
活用し伊賀市内に新本社
工場を建設した。
　地元大学と折り畳み式
ソーラーパネル「nanoGrid」を共同開発し、災
害時やインフラ未整備地域での電源システムとし
て普及を目指すなど、日本のものづくりを世界に
発信している。

代表取締役社長 
永井 規夫 氏

代表取締役社長 
河野 佳史 氏

専務取締役 
後藤 優 氏

代表取締役社長 
越智 陽一  氏
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社会医療法人財団白十字会 株式会社アグリス
病院建設事業 医療機器製造工場建設事業

長崎県佐世保市 福岡県八女市

　佐世保市に本拠を置き、
急性期病院、回復期病院、
介護施設など様々なス
テージにおいて、地域に
必要なサービスを提供し
ている。
　平成12年にふるさと融
資を活用して佐世保市唯
一、九州最大の回復期リ
ハビリテーション病院を
移転新設。同院では理学
療法士・作業療法士・言
語聴覚士等が約150人在籍し、きめ細かなリハビ
リを実施。年間約800人の患者を受入れ、80%を
在宅復帰させている。
　従業員数は直近で2,877人に及び、地域の雇用
創出にも大きく貢献している。

　八女市に本社を置く、
①人工透析ケアキット等
の医療用品、②接木テー
プ、いちご高設栽培キッ
ト等の農業用品を取り扱
う開発型メーカー。
　現場のニーズに応える
商品開発により、ニッチ
市場において高シェア商
品を製造・販売。売上を
着実に伸ばし、平成20年
にふるさと融資を活用し
人工透析ケアセットの生産力増強のため新工場を
建設するなど、持続的な企業成長を実現している。
　また、八女市内にいちご観光農園を開設しており、
地域の観光交流人口の増加にも貢献している。

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定特集

代表取締役 
中村 裕之 氏

理事長 
富永 雅也 氏
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講師プロフィール

山内 道雄氏（やまうち みちお）

島根県海士町　町長　

　1938 年 海 士 町 生 ま れ。
海士町議、同議長を経て、
2002 年海士町長に初当選
し、現在、4 期目。民間企
業（NTT）での経験を生か
した大胆な行財政改革と産
業創出策で、島の生き残り
を目指して奮戦中である。

ないものはない！離島からの挑戦 ～最後尾から最先端へ～

島根県海士町　町長　山内 道雄氏

講演
2

平成 28 年度  地域産業交流セミナー開催
　ふるさと企業大賞（総務大臣賞）表彰式と並行して、

活力ある地域産業の創出について考える「地域産業交流

セミナー」を開催しました。

　岩手県紫波町から鎌田千市氏、島根県海士町から山内

道雄氏のお二人を講師に迎え、地方が抱える課題の解決

に向けた様々な取組について講演いただき会場は大盛況。

　企業経営者や地方自治体職員など、多くのセミナー出

席者の興味を惹きつける有意義なセミナーとなりました。

講師プロフィール

鎌田 千市氏（かまだ せんいち）

岩手県紫波町企画総務部企画課公民連携室　室長　

　岩手県紫波町に生まれ、
地元である紫波町役場に入
庁後、総務、税務、商工観
光に従事し、その後の東洋
大学大学院経済学研究科公
民連携専攻への教育派遣を
契機に、公民連携によるま
ちづくり「オガールプロジェ
クト」に携わり、現在に至る。

　役場庁舎の老朽化や図書館新設の要望などを背景に、大規模
未利用町有地で庁舎、図書館、地域交流センター等を PPP によ
り整備・運営した公民連携事業「オガールプロジェクト」につ
いて、事業の概要とともに、構想から現在に至るまでの課題や
その解決の方法などを交えてお話しいただきました。

公民連携によるオガールプロジェクトの取組み
岩手県紫波町企画総務部企画課公民連携室　室長　鎌田 千市氏

講演
1

　超過疎化・超少子高齢化・超財政悪化により島が消える寸前
まで追い込まれていた海士町を、どうやって活性化し、全国か
ら移住者が集まる島へと変えたのか。「ないものはない」をス
ローガンに海士町が行った改革と挑戦についてお話しいただき
ました。



9  ● FEB. 2017 vol.127

社長に
聞く

長崎県■松浦市

中興化成工業株式会社 
代表取締役社長 庄野 直之氏

⃝

「ふるさと企業大賞」に輝いた

　今から50年以上前のこと。魔法のような焦げ付かないフライパ
ンが日本にも登場します。米国生まれのふっ素樹脂加工が広く世
に知られた出来事でした。今回ご紹介する中興化成工業株式会社は、
それより前からふっ素樹脂加工に取り組んできたリーディングカ
ンパニーであり、独自の技術開発・品質改善を進め、工業用品ば
かりでなく東京ドームや北京五輪メインスタジアムなど世界の大
型スポーツ施設の屋根膜材を提供。樹脂加工の分野をふっ素以外
にも拡大し、世界で数社という高い技術力を持つ高機能樹脂加工
の総合メーカーとなっています。世界市場で伍して戦うまでの飛
躍の秘密を元商社マンの庄野直之社長に聞きました。

高
機
能
樹
脂
加
工
支
え
る

「
情
熱
を
形
に
」の
企
業
文
化
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社長に
聞く

製
造
も
営
業
も
ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦

　

中
興
化
成
工
業
が
ふ
っ
素
樹
脂
加
工
を
手
掛
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
切
羽
詰
ま
っ
た
理
由
か
ら

で
し
た
。
同
社
の
母
体
は
戦
前
か
ら
続
い
た
炭
鉱

会
社
で
、
松
浦
市
に
も
鉱
山
を
持
ち
、
石
炭
を
採

掘
し
て
い
ま
し
た
が
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
の
荒
波
に
揉
ま
れ
大
転
換
を
迫
ら
れ

ま
す
。

　
「
何
の
仕
事
に
活
路
を
見
い
だ
す
か
」
と
探
す

中
で
米
国
で
開
発
さ
れ
た
ふ
っ
素
樹
脂
加
工
技
術

に
着
目
し
ま
す
。
日
本
で
知
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い

な
い
中
、
将
来
性
に
賭
け
た
の
で
す
。
石
炭
産
業

か
ら
化
学
工
業
へ
の
大
き
な
業
種
転
換
で
あ
り
、

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
特
許
を
持
つ
米

国
の
ダ
ッ
ジ
フ
ァ
イ
バ
ー
ズ
社
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
を
結
び
、
加
工
技
術
の
教
え
を
請
い
ま
す
。

　
「
ふ
っ
素
樹
脂
は
タ
フ
な
素
材
で
す
。
２
７
０

～
２
８
０
度
の
熱
に
も
マ
イ
ナ
ス
２
０
０
度
以
下

で
の
常
時
使
用
に
も
堪
え
ら
れ
ま
す
し
、
塩
酸
や

硫
酸
を
か
け
て
も
溶
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
も
の
に

く
っ
つ
き
ま
せ
ん
。
特
性
で
も
あ
る
の
で
す
が
熱

に
強
く
、
溶
け
な
い
、
く
っ
つ
か
な
い
も
の
を
加

工
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
イ
セ
ン

ス
契
約
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
直
ぐ
に
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
初
期
の
段
階
で
は
不
良
品
が

多
く
で
た
よ
う
で
す
」。
１
９
６
０
年
代
の
初
め

に
日
本
で
学
ぶ
先
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。

　

製
造
過
程
で
の
苦
労
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
未
開
で
し
た
。「
当
時
の
営
業
の
人
に

聞
く
と
面
白
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
餅

の
製
造
ラ
イ
ン
の
ベ
ル
ト
で
餅
が
く
っ
つ
か
な
い

と
い
う
の
は
夢
の
よ
う
な
話
な
わ
け
で
す
」
と
庄

野
社
長
は
言
い
ま
す
。
非
粘
着
性
、
滑
り
特
性
、

耐
熱
性
、
絶
縁
性
、
耐
薬
品
性
と
い
っ
た
ふ
っ
素

樹
脂
の
特
性
を
実
感
す
る
の
は
誰
も
が
初
め
て
。

製
造
と
同
時
に
市
場
開
拓
も
手
探
り
の
状
態
か
ら

始
ま
っ
た
の
で
す
。

建
築
基
準
法
に
も
な
か
っ
た
屋
根
材

　

タ
フ
な
ふ
っ
素
樹
脂
加
工
の
製
品
は
地
味
な
工

業
用
品
と
し
て
次
第
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
水
道
管
の
ネ
ジ
の
と
こ
ろ
に
巻
い
て
あ
る
シ
ー

ル
テ
ー
プ
も
そ
う
で
す
。
ゴ
ム
だ
っ
た
ら
経
年
劣

化
し
ま
す
が
、
ふ
っ
素
樹
脂
な
ら
１
０
０
年
経
っ

て
も
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
」。
製
造
工
程
の
ベ
ル

ト
や
粘
着
テ
ー
プ
、
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
産
業
界
に
は

浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
大
き
な
飛
躍
に
繋

が
っ
た
の
は
日
本
で
初
め
て
屋
根
材
を
開
発
し
た

こ
と
で
し
た
。

　
「
１
９
７
２
年
頃
、
米
国
の
会
社
が
ド
ー
ム
に

使
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
我
が
社
も
１
０
年
ほ
ど

経
験
を
積
ん
で
い
ま
し
た
の
で
自
信
も
あ
り
取
り

組
ん
だ
の
で
す
が
格
段
に
難
度
が
高
く
苦
労
の
連

続
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
基
材
は
ガ
ラ
ス
繊
維
で
そ

れ
に
ふ
っ
素
樹
脂
を
染
み
込
ま
せ
る
の
で
す
が
、

屋
根
材
は
大
き
い
の
で
均
一
に
す
る
の
が
大
変
で

し
た
。
し
わ
が
寄
っ
た
り
、
ゆ
が
ん
で
し
ま
う
の

で
す
」。
製
造
過
程
以
外
で
も
難
問
が
あ
り
ま
し

た
。「
建
築
基
準
法
に
載
っ
て
い
な
い
た
め
屋
根

材
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
な
い
の
で
す
。
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
か
ら
強
度
な
ど
の
検
査
基
準
も
あ
り

ま
せ
ん
。
仕
方
が
な
い
の
で
役
所
と
一
緒
に
基
準

ものをつくるのは課題解決の手段にすぎない

ふっ素樹脂の屋根材はタイのスワンナプーム国際空港にも導入された
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作
り
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

よ
う
や
く
建
築
基
準
法
上
の
指
定
建
築
材
料
と
し

て
認
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
先
駆
者
故
の
苦
労
は

大
変
だ
っ
た
の
で
す
。

　

１
９
８
８
年
、
国
産
初
の
ふ
っ
素
樹
脂
加
工
の

恒
久
屋
根
膜
材
を
使
っ
た
東
京
ド
ー
ム
が
完
成
し

ま
す
。
北
京
五
輪
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
や
南
ア

フ
リ
カ
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ス
タ
ジ
ア
ム

に
採
用
さ
れ
た
ほ
か
タ
イ
の
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
国

際
空
港
や
Ｊ
Ｒ
線
、
東
急
線
各
駅
の
ホ
ー
ム
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
耐
久
性
や
耐
候
性
に
優
れ
て

お
り
、
透
光
性
が
良
い
た
め
自
然
光
が
得
ら
れ
、

ほ
こ
り
や
汚
れ
が
付
き
に
く
い
と
い
う
利
点
が
あ

り
、ス
タ
ジ
ア
ム
や
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
な
ど
活
用
先
は
広

が
っ
て
い
ま
す
。

し
の
ぎ
き
っ
て
花
開
い
た

エ
ア
バ
ッ
グ
事
業

　

次
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
自
動
車
の
安
全
対

策
用
品
で
あ
る
サ
イ
ド
カ
ー
テ
ン
エ
ア
バ
ッ
グ
で

し
た
。
取
り
組
み
始
め
た
の
は
２
０
０
４
年
の
こ

と
で
す
。「
最
初
の
数
年
間
は
い
つ
撤
退
す
る
か

も
考
え
る
日
々
で
し
た
。
価
格
競
争
で
韓
国
に
負

け
、
よ
う
や
く
挽
回
し
た
と
思
っ
た
ら
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
超
円
高
で
す
。
こ
れ
は
住
商
エ
ア

バ
ッ
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
と
組
ん
で
の
仕
事
で
す
。

私
は
住
友
商
事
の
出
身
で
す
か
ら
商
社
は
経
済
合

理
性
で
撤
退
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、『
安
全
に
対
す

る
市
場
は
必
ず
必
要
と
さ
れ
伸
び
る
。
覚
悟
と
執

念
で
も
う
少
し
続
け
ま
し
ょ
う
』
と
お
互
い
に
話

し
続
け
ま
し
た
。
意
地
で
す
か
ね
」
と
庄
野
社
長

は
振
り
返
り
ま
す
。

　

中
興
化
成
工
業
が
株
主
の
意
向
に
左
右
さ
れ
に

く
い
非
公
開
企
業
だ
っ
た
こ
と
も
後
押
し
し
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
エ
ア
バ
ッ
グ
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
も
追
い
風
に
な
り
ま
す
。
世
界
中
で
自

動
車
の
安
全
規
制
が
強
化
さ
れ
る
流
れ
が
強
ま
り
、

エ
ア
バ
ッ
グ
も
運
転
席
や
助
手
席
の
正
面
か
ら
の

衝
撃
に
対
す
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
側
面
の
衝
撃

対
策
用
の
エ
ア
バ
ッ
グ
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
場
性
が
見
込
め
、
そ
の
中

で
技
術
の
比
較
優
位
性
が
活
か
せ
る
と
判
断
、
エ

ア
バ
ッ
グ
専
用
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
Ｓ
Ｃ
）
工
場
の
建
設
に
踏
み
切
り
ま
す
。

そ
の
建
設
費
用
の
一
部
と
し
て
２
億
６
０
０
万
円

の
ふ
る
さ
と
融
資
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

薄
く
て 

強
く
て 

軽
く
て 

小
さ
い

　

製
品
は
サ
イ
ド
カ
ー
テ
ン
エ
ア
バ
ッ
グ
に
特
化

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
他
の
場
所
の
エ
ア
バ
ッ
グ

に
比
べ
て
技
術
難
度
が
極
め
て
高
い
た
め
で
す
。

側
面
の
エ
ア
バ
ッ
グ
に
要
求
さ
れ
る
機
能
は
、
瞬

時
に
高
圧
の
空
気
を
送
り
込
ん
で
膨
ら
ま
せ
、
横

転
中
継
続
し
て
膨
ら
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。
衝
撃
部
位
と
保
護
対
象
者
と

の
距
離
が
狭
く
、
こ
れ
を
実
現
す
る
の
に
は
高
い

技
術
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
技
術
に
自
信
が
あ

る
中
興
化
成
工
業
に
と
っ
て
技
術
優
位
性
で
勝
負

で
き
る
の
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

　

ナ
イ
ロ
ン
繊
維
の
袋
に
シ
リ
コ
ン
樹
脂
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
て
作
ら
れ
ま
す
が
、
庄
野
社
長
は
日

本
の
も
の
づ
く
り
の
面
目
躍
如
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
米
国
や
英
国
の
製
造
工

場
を
見
に
行
っ
た
時
、
強
度
を
出
す
た
め
に
分
厚

く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
た

我
が
社
の
技
術
者
は
半
分
以
下
の
薄
さ
で
同
じ
気

密
性
を
実
現
し
ま
し
た
」。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
薄

く
で
き
れ
ば
軽
く
な
り
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
も
小
さ

上段の写真：�サイドカーテンエアバッグの製造。ナイロン繊維の
袋にシリコン樹脂がコーティングされていく

下段の写真：�出来上がったサイドカーテンエアバッグに空気を注
入したもの。瞬時に空気が送られ、膨らみ続ける
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社長に
聞く

く
て
済
み
ま
す
。
こ
れ
で
小
型
車
に
も
搭
載
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
世
界
で
４
社

に
し
か
作
れ
な
い
サ
イ
ド
カ
ー
テ
ン
エ
ア
バ
ッ
グ

が
完
成
し
た
の
で
す
。

　

米
国
で
は
横
転
事
故
の
比
率
が
高
い
た
め
側
面

の
エ
ア
バ
ッ
グ
搭
載
が
義
務
化
さ
れ
、
こ
れ
に
歩

調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
に
続

い
て
日
本
も
２
０
１
８
年
か
ら
事
実
上
の
準
義
務

化
の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
海
外
向
け
が

主
力
で
す
が
、
日
本
市
場
で
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

課
題
解
決
が
仕
事
の
本
質

　

ふ
っ
素
樹
脂
加
工
を
中
心
と
す
る
商
品
群
は

多
岐
に
渡
り
、
建
築
分
野
、
自
動
車
分
野
、
医
療

分
野
、
環
境
分
野
、
食
品
分
野
、
航
空･

宇
宙
分 

野
、
半
導
体
分
野
、
プ
ラ
ン
ト
分
野
、
通
信
分

野
と
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
拡
大
し
て
き
ま
し

た
。
今
の
松
浦
工
場
と
宇
都
宮
工
場
だ
け
で
は
足

り
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
中
核
と
な
る

新
工
場
の
建
設
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
高
機
能
樹
脂
加
工
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業

容
は
拡
大
の
一
途
、
そ
の
強
さ
の
秘
密
が
知
り
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
何
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の

か
を
聞
く
と
少
し
意
外
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。

　
「
課
題
を
解
決
す
る
の
が
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
も
の
を
作
る
の
は
課
題
解
決
の
手
段
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
も
の
づ
く
り
は
仕
事
の
本
質
で
は
な

い
の
で
す
。
よ
く
言
う
の
で
す
が
、
電
気
ド
リ
ル

を
買
い
に
来
た
お
客
さ
ん
は
電
気
ド
リ
ル
が
欲
し

い
わ
け
で
は
な
く
、
穴
が
欲
し
い
の
で
す
。
そ
の

穴
を
ど
う
や
っ
た
ら
う
ま
く
開
け
ら
れ
る
か
を
考

え
て
や
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
客
さ
ん

が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
す
る
の
が
仕
事
な
の

で
す
。
そ
の
課
題
解
決
力
に
は
親
切
な
人
、
工
夫

好
き
な
人
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
親
切
な
人
が

い
っ
ぱ
い
揃
っ
て
い
る
の
が
我
が
社
の
強
み
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
嬉

し
い
の
で
す
」。
も
の
づ
く
り
企
業
で
は
な
く
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
工
夫
の
労
を
惜
し
ま
な
い
「
親
切
心
」
が

仕
事
の
本
質
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。楽

し
く
な
け
れ
ば
仕
事
じ
ゃ
な
い

　

そ
し
て
こ
う
も
言
い
ま
す
「
楽
し
く
な
け
れ
ば

仕
事
じ
ゃ
な
い
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

た
だ
わ
い
わ
い
騒
ぐ
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
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ん
。
面
白
い
、
寝
食
を
忘
れ
て
何
が
何
で
も
や
り

た
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
い
仕
事
に
繋
が
る

か
ら
で
す
。嫌
々
で
は
い
い
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

宇
都
宮
工
場
に
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、

通
勤
の
車
の
中
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
奴
は
ど
ん
な

い
い
大
学
を
出
て
い
て
も
向
い
て
い
ま
せ
ん
。
ず

ぼ
ら
な
奴
が
悪
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
向
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ら
楽
し
く
や
れ
る
の
で

す
。
こ
れ
は
性
分
や
向
き
不
向
き
で
す
か
ら
適
材

適
所
の
人
事
配
置
を
経
営
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
」。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
か
な
り
な
部
分
は
理

屈
で
は
な
く
情
熱
が
左
右
し
ま
す
。
企
業
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
引
き
出
す
秘
訣
は
面
白
が
り

の
感
情
刺
激
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
で
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
企
業
に

　

地
域
の
元
気
と
企
業
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
企

業
は
地
域
で
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。『
中
興

化
成
に
入
社
し
た
ん
だ
っ
て
。
す
ご
い
ね
』
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
企
業
に
な
る
た
め
に
努
力
す
る
こ

と
が
相
乗
効
果
で
地
域
に
も
活
力
を
生
む
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
考
え
は
ス
ポ
ー

ツ
の
地
方
分
散
化
の
成
功
例
を
見
て
も
相
乗
効
果

は
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
に
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の

関
係
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

庄
野
社
長
は
１
９
９
９
年
に
創
業
家
と
縁
が

あ
っ
て
中
興
化
成
工
業
に
移
り
、
社
長
就
任
９
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。「
全
員
の
共
通
の
願
い
は
会

社
が
潰
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
お
客
さ
ま
の

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
と
い
う
コ
ア
な
企
業
文
化
は
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
は
、
会

社
の
持
続
的
発
展
を
図
り
、
後
継
の
リ
ー
ダ
ー
を

つ
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
」。
技
術
の
比
較
優
位

性
に
こ
だ
わ
り
、
お
客
さ
ま
の
個
々
の
課
題
に
情

熱
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
具
体
的
な
解
決
策
を

提
示
す
る
。
大
量
生
産
型
と
は
異
な
る
中
興
化
成

工
業
の
進
む
道
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
も
の
づ
く

り
の
姿
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

楽しくなければ仕事じゃないCompany Profile

概　要

	 中興化成工業株式会社
	 400人（2016年4月現在）
	 	ふっ素樹脂を始めとする機能性プラス

チック製品の開発･製造
	 	
本　　	社	 	〒107-0052	

東京都港区赤坂2-11-7　ATT新館10階	
TEL:	03-6230-4414　	
FAX:	03-6230-4413

支店・営業所	 	東京、名古屋、大阪、福岡各支店、	
北関東営業所

工　　	場	 	松浦（長崎県）、SC（同）、	
宇都宮（栃木県）

沿　革

1963年 日本ダッジファイバーズ（株）設立
（東京都港区）

1964年 長崎県松浦市に松浦工場完成、本格生
産を開始

1977年 現社名に変更

2004年 SC（スペシャリティ ･コーティング）
本部設立

2007年 サイドカーテンエアバッグ専用のSC
工場完成

2011年 中興化成貿易（上海）有限公司を設立
中興化成氟塑制品（常熟）有限公司を
設立

名　　称		
従業員数
事業内容		

所 在 地

松浦工場全景
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企業等の新技術や地域資源を活用した
新商品開発等に市町村が支援する場合
には、ふるさと財団がその市町村に補
助金を交付して支援します

地
元
薩
摩
の
原
料
に
よ
る

「
本
物
」の
薩
摩
焼
の
復
活
へ

有
限
会
社 

沈
壽
官
窯

鹿
児
島
県
■
日
置
市

⃝

新 技 術
×

地域資源
開発補助事業

地域産業の育成と発展を支援

十五代沈壽官作の「薩摩網目透香爐」。オール薩摩産ではないが、緻密な透かし彫り
技術が施され、優美な作風が高く評価されている

　
「
昔
の
よ
う
に
地
元
薩
摩
産
の
原
料
で
薩
摩
焼
を
つ
く
り
た
い
」
と
、

４
０
０
年
続
く
鹿
児
島
の
伝
統
工
芸
「
薩
摩
焼
」
の
名
門
窯
の
十
五
代
当
主
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
原
料
が
県
外
・
外
国
産
に
な
っ
て
既
に
40
年
以

上
。陶
土
づ
く
り
の
人
も
技
術
も
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。「
こ
ち
ら
の
土（
原
料
）

で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
か
、
と
聞
か
れ
た
と
き
自
信
を
持
っ
て
オ
ー
ル
薩
摩

産
の
薩
摩
焼
だ
と
言
い
た
い
の
で
す
」。
緻
密
な
技
術
と
気
品
溢
れ
る
作
風
で

高
い
評
価
を
確
立
し
て
い
た
十
五
代
が
敢
え
て
困
難
な
道
に
分
け
入
っ
て
約
３

年
、
地
元
産
陶
土
づ
く
り
は
悪
戦
苦
闘
の
末
、
よ
う
や
く
最
終
段
階
に
入
っ
て

い
ま
す
。
優
美
な
輝
き
を
放
つ
「
本
物
」
の
白
薩
摩
焼
の
復
活
に
向
け
た
挑
戦

を
追
い
ま
し
た
。
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４
０
０
年
の
歴
史
持
つ
薩
摩
焼

　

薩
摩
焼
の
歴
史
は
、
16
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
島
津
義
弘
が
朝
鮮
出
兵
か
ら
戻
る
際
、
連
れ
帰
っ

た
朝
鮮
の
陶
工
80
人
が
薩
摩
の
地
で
根
付
き
、
薩
摩
焼

が
誕
生
し
ま
す
。
沈
家
も
そ
の
1
つ
で
す
。
薩
摩
焼
は

庶
民
の
日
用
品
の
黒
薩
摩
と
藩
に
納
め
ら
れ
た
白
薩
摩

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
沈
家
は
白
薩
摩
を
中
心
に
作
陶

し
て
き
ま
し
た
。
貿
易
拡
大
策
を
取
る
明
治
政
府
が
国

と
し
て
初
め
て
出
品
し
た
ウ
イ
ー
ン
万
国
博
覧
会
（
明

治
６
年
）
に
十
二
代
沈
壽
官
の
手
掛
け
た
金
銀
、
五
彩

の
花
鳥
文
を
絵
付
け
し
た
２
メ
ー
ト
ル
近
い
大
花
瓶
が

出
品
さ
れ
絶
賛
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
日
本
ブ
ー
ム

（
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
）
に
も
乗
っ
て
美
術
工
芸
品
と
し
て

の
白
薩
摩
は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
期
に
花
開
い
た
十
二
代
は
透す
か
し
ぼ
り彫

技
法
を
完
成

さ
せ
た
ほ
か
浮う
き

彫ぼ
り

技
法
を
考
案
、
以
降
沈
家
を
代
表
す

る
技
法
と
し
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
透

彫
と
は
生
素
地
の
器
面
を
部
分
的
に
く
り
抜
い
て
文

様
を
表
す
基
本
的
技
法
で
す
が
、
十
二
代
の
完
成
さ

せ
た
透
彫
は
器
面
全
体
に
細
や
か
な
連
続
透
彫
文
様

を
施
し
ま
す
。
浮
彫
は
素
地
を
２
ミ
リ
ほ
ど
彫
り
込

ん
で
細
か
な
文
様
を
表
し
、
陰
影
を
見
せ
る
の
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沈
壽
官
窯
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
集
め
た
「
沈

家
伝
世
品
収
蔵
庫
」
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
付
け

は
さ
れ
て
い
な
い
柔
ら
か
い
乳
白
色
の
白
薩
摩
は
1

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き
さ
も
あ
り
、「
こ
れ
が
陶
器
か
、

焼
き
物
な
の
か
」
と
驚
き
、
絵
付
け
さ
れ
た
完
成
品
を

想
像
す
る
だ
け
で
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
に
こ
だ
わ
る
世
界
の
一
流
品

　

十
五
代
は
こ
う
い
っ
た
名
門
窯
の
当
主
で
す
。
早
稲

田
大
学
を
卒
業
後
、
京
都
で
陶
芸
技
術
を
学
び
、
イ
タ

リ
ア
・
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
の
国
立
美
術
陶
芸
学
校
に
も
留

学
。
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
陶
工
の
高
み
へ
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
１
９
９
９
年
に
襲
名
し
た
十
五
代
は
、
次
第

に
外
国
産
な
ど
県
外
原
料
で
つ
く
る
薩
摩
焼
に
疑
問
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
例
え
ば
ワ
イ
ン
に
し
て

も
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
に
し
て
も
世
界
の
一
流
品
は
そ
こ
で

取
れ
た
産
品
を
原
料
に
し
て
そ
こ
の
技
術
で
つ
く
っ
て

い
る
か
ら
世
界
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
場
と
い
う

な
ら
そ
こ
は
徹
底
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
世
界
の
一
流
職
人

は
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て
正
直
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
徹

底
し
た
ロ
ー
カ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
こ
そ
が
本
物
の
価
値
を

生
み
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
繋
が
る
と
思
う
の
で

す
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
つ
く
っ
て
い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
ば

ら
ば
ら
の
産
地
の
も
の
を
混
ぜ
て
い
る
の
で
原
因
追
及

ジョークラッシャー スタンパー 空気輸送

原料ホッパ

掻き出される 回転

攪拌機 砂揚げ

再度スタン
パーへ

砂
（未粉砕）

掻き揚げ
られる

原料納入

水は循環水を
使用※沈殿槽
⇒砂揚げ⇒攪
拌機⇒砂揚げ
⇒沈殿槽

泥漿

泥漿

水

回転 回転

沈殿槽

珪場
沈殿槽に入れ
12-15時間濃
縮

フィルタープレス最終製品

●SiO2　90%以上
●成分分離しスタンパー
には使えない

珪カス

生産工程フロー（一部略）

薩摩産原料採掘の一例

粘土地層から掘り出され、固形（右）を下図の生産工程で粉砕、水簸などを経たあと沈壽官窯
で焼いて硫化鉄を抜き、ようやく原料土になる
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が
難
し
い
の
で
す
。
責
任
は
加
工
す
る
私
た
ち
で
す
か

ら
不
確
か
な
原
料
よ
り
は
っ
き
り
し
た
地
元
産
が
い
い

の
で
す
」
と
続
け
ま
す
。
地
元
特
産
品
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
も
の
づ
く
り
、
正
直
な
本
物
志
向
の
も
の
づ

く
り
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
つ
骨
太
職
人
の
心
意
気
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

原
料
づ
く
り
助
け
た
１
万
２
千
枚
の
古
文
書

　

こ
う
し
て
40
年
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
地
元
産
原

料
復
活
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
に
ふ
る
さ

と
財
団
は
２
９
０
万
円
を
補
助
し
、
後
押
し
し
ま
す
。

し
か
し
、
陶
土
づ
く
り
の
伝
統
技
術
は
途
絶
え
、
職
人

も
い
ま
せ
ん
か
ら
以
前
採
っ
て
い
た
山
を
探
し
、
別
の

と
こ
ろ
か
ら
採
取
し
た
粘
土
と
合
わ
せ
た
り
し
て
試
験

土
を
つ
く
っ
て
は
検
証
を
繰
り
返
す
作
業
は
想
定
以
上

の
苦
労
の
連
続
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
役
立
っ
た
の

が
沈
家
に
伝
わ
る
１
万
２
千
枚
の
古
文
書
で
し
た
。

　
「
採
っ
た
粘
土
か
ら
硫
化
鉄
を
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
酸
化
鉄
は
磁
石
で
取
れ
ま
す
が
硫

化
鉄
は
そ
れ
で
は
取
れ
な
い
の
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
悩
ん
だ
時
に
古
文
書
に
『
火
で
あ
ぶ
っ
て
』
と
書
か

れ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
１
２
０
０
度
で
焼
い
て
亜

硫
酸
ガ
ス
の
形
で
放
出
し
た
の
で
す
が
、
昔
の
人
は
そ

れ
を
知
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

ま
た
、
県
の
工
業
試
験
場
で
原
料
を
つ
く
っ
て
も
ら

お
う
と
し
た
時
、
石
英
と
同
じ
と
い
う
成
分
結
果
が
出

て
、
こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
韓
国
ま
で
調
べ
に
行
っ
た

ら
、
工
業
試
験
場
の
よ
う
に
す
り
つ
ぶ
す
の
で
は
な

く
、
石
英
に
く
っ
つ
い
て
い
る
原
料
成
分
を
剥
が
す
た

め
に
は
叩
い
て
砕
く
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
古
文
書

に
は
「
３
０
０
０
回
叩
い
て
裏
返
し
て
２
５
０
０
回
叩

く
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

採
掘
し
た
原
料
を
粉
砕
し
、
水す
い
ひ簸
処
理
で
不
要
物
を

取
り
除
き
な
が
ら
沈
降
さ
せ
て
絞
っ
た
も
の
を
沈
壽
官

窯
に
戻
し
て
焼
い
て
脱
硫
す
る
作
業
は
７
〜
８
カ
月
も

掛
か
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
古
文
書
と
付
き
合
わ
せ
な

が
ら
原
料
土
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
配
合
し
た
原
料
土
が
で
き
、
い
よ
い
よ
彫

刻
に
掛
か
っ
て
み
る
と
、
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

ま
す
。「
透
彫
を
す
る
と
上
部
の
ド
ー
ム
部
分
が
落
ち

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
原
料
に
応
力
が
な
い
た
め
で
し

た
。
こ
れ
は
直
ぐ
上
の
地
層
の
成
分
を
１
％
入
れ
る
こ

と
で
解
決
し
ま
し
た
。
昔
は
大
雑
把
に
採
っ
て
い
た
の

で
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
は
厳
密
に
採
掘
し
す
ぎ

た
た
め
に
起
こ
っ
た
の
で
す
」。
粒
子
が
均
一
す
ぎ
る

と
保
形
力
が
な
く
な
り
ま
す
が
、
昔
は
水
車
を
使
っ
て

い
た
た
め
自
然
に
解
決
さ
れ
て
い
た
の
が
今
の
水
簸

技
術
が
高
す
ぎ
る
た
め
均
一
の
粒
子
に
揃
え
て
し
ま

う
の
で
す
。
ア
ナ
ロ
グ
の
力
が
再
認
識
さ
れ
た
場
面
で

し
た
。

薩
摩
産
原
料
づ
く
り
は
最
終
段
階
に

　

試
験
土
の
段
階
で
は
ほ
ぼ
原
料
と
し
て
満
足
の
い

く
レ
ベ
ル
に
達
し
ま
し
た
が
、
試
作
品
を
つ
く
っ
て

み
る
と
お
茶
の
タ
ン
ニ
ン
の
汚
れ
が
目
立
つ
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
原
因
は
亜
硫
酸
ガ
ス
を
出
す
過
程

で
焼
い
た
た
め
に
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
っ
て
吸
水
性
が

高
く
な
っ
て
し
ま
い
、
染
み
込
ん
だ
の
で
す
。「
こ
の

解
決
策
を
探
す
こ
と
、
土
と
釉
薬
の
間
に
ブ
ロ
ッ
ク

を
１
層
つ
く
っ
て
や
る
こ
と
が
最
終
段
階
の
テ
ー
マ

で
す
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
科
学
者
の
力
を
借
り
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
２
０
１
７
年
４
月
を
完
成
目

標
に
新
し
い
山
か
ら
採
取
し
た
土
の
分
析
も
行
い
な

が
ら
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
白
薩
摩
の
魅
力
で
も
あ
る
貫
入
（
焼
成
後

の
釉
薬
に
入
る
亀
裂
）
の
美
し
さ
を
実
現
す
る
た
め

釉
薬
の
工
夫
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
材
日
に
も

試
験
土
に
幾
種
類
か
の
釉
薬
を
使
っ
た
試
作
品
が
出

最終試験土にかけた釉薬の仕上がりを確認する十五代。要求レベルは高くまだ満足できないという



お
知
ら
せ
　
新
技
術
・
地
域
資
源
開
発
補
助
事
業
は
内
容
を
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し
、
平
成
28
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
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来
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
一
見
す
れ
ば
淡
白
色
の
美

し
い
お
茶
の
茶
碗
で
し
た
が
、
十
五
代
は
ま
だ
満
足

し
ま
せ
ん
。「
入
（
亀
裂
）
が
ま
だ
粗
い
で
す
。
石
垣

を
積
ん
だ
よ
う
な
細
か
な
編
み
目
が
欲
し
い
の
で
す
。

稲
妻
の
よ
う
な
も
の
で
は
だ
め
で
す
。
そ
し
て
透
明

の
釉
薬
に
も
の
が
カ
ラ
ー
で
写
り
込
む
よ
う
に
し
た

い
の
で
す
。
そ
れ
を
勝
手
に
〝
鏡
面
釉
〟
と
名
付
け

て
い
ま
す
」。
十
五
代
が
求
め
る
白
薩
摩
づ
く
り
に
一

切
の
妥
協
は
な
い
の
で
す
。

　
「
若
い
陶
芸
家
か
ら
求
め
ら
れ
れ
ば
原
料
と
し
て
分

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
胸
を
張
っ

て
薩
摩
産
の
薩
摩
焼
だ
と
言
え
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
白
く
す
る
た
め
に
作
業
工
程
が
多
い
白
薩

摩
の
原
料
が
で
き
れ
ば
、
原
料
を
そ
の
ま
ま
使
え
る

黒
薩
摩
も
薩
摩
産
原
料
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
将
来
へ
の
構
想
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
「
白
薩
摩
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」

　

こ
の
試
行
錯
誤
の
挑
戦
で
「
市
販
原
料
を
簡
単
に

買
っ
て
い
た
時
に
は
絶
対
に
知
り
得
な
か
っ
た
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
」
と
十
五
代
は
語
り
ま
す
。「
こ
ん
な

こ
と
を
や
る
人
間
は
こ
れ
か
ら
は
出
て
こ
な
い
で
し
ょ

う
か
ら
今
回
や
ら
な
か
っ
た
ら
、
地
場
の
原
料
づ
く
り

は
完
全
に
途
絶
え
て
し
ま
う
と
考
え
ま
し
た
。
後
悔
は

し
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
量
の

時
代
か
ら
質
の
時
代
に
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
、
難
し
い
挑
戦
を
始
め

た
心
根
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
白
薩
摩
の

ル
ネ
サ
ン
ス
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

白
薩
摩
の
原
料
は
レ
ア
な
も
の
で
、
四
国
の
四
万
十

帯
か
ら
続
く
隆
起
地
層
か
ら
得
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

先
人
は
朝
鮮
か
ら
持
っ
て
き
た
原
料
が
無
く
な
っ
た
あ

と
、
薩
摩
の
あ
ち
こ
ち
の
山
を
探
し
、
掘
っ
た
粘
土
を

組
み
合
わ
せ
た
り
、
焼
い
た
り
、
叩
い
た
り
し
な
が
ら

優
美
な
白
薩
摩
を
完
成
し
、
世
界
か
ら
絶
賛
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
巧
の
道
程
を
最
初
か
ら
た
ど
っ
た
こ
と
で
、

十
五
代
は
白
薩
摩
の
新
た
な
1
ペ
ー
ジ
を
切
り
開
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

海外からも絶賛された過去の白薩摩焼。２体作陶され、絵付けされたものが納入さ
れた。いずれも薩摩産原料（沈家伝世品収蔵庫）

有限会社 沈壽官窯
代 表 者▶十五代沈壽官（大迫一輝）
所 在 地▶�〒899-2431　�
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電 　 話▶�099-274-2358
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基
調
講
演

ス
ポ
ー
ツ
地
域
戦
略
：
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
可
能
性
を
探
る

原
田 

宗
彦
氏（
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
　
教
授
）

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
は
ス
ポ
ー
ツ
で
人

を
動
か
す
仕
組
み
づ
く

り
で
す
。
例
え
ば
、
四

国
の
吉
野
川
は
何
も
な

け
れ
ば
た
だ
の
川
で
す

が
、
リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
事
業
者
が
13
社

軒
を
連
ね
、
都
会
か
ら

若
者
が
来
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を

行
い
地
元
の
も
の
を
食
べ
、
リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
会

場
と
な
る
施
設
も
不
要
の
た
め
自
然
に
手
を
加
え
ず
に
に

ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
県

三
好
町
で
は
、
２
０
１
７
年
の
世
界
リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
の
誘
致
に
成
功
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
が
あ
れ
ば
、
観
戦
者
に
よ

る
消
費
な
ど
の
経
済
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
源
泉
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
自
転

車
レ
ー
ン
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
で
ス
ポ
ー

ツ
関
与
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
お
り
、
日
本
で
も

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
戦
略
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
隠
れ
た
資
源
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
旅
行
商
品
化
す
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
岡
山
マ
ラ
ソ
ン

の
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
県
外
か
ら
で
あ
り
、
約
14
億
円

の
経
済
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。「
見
る
」「
す
る
」「
支

え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
新
し
い
旅
の
目
的
と
需
要
を
創

出
す
る
た
め
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
我
々
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
作
る
取
組
を
進
め
て
お
り
、
全
国
に
35
以
上
の

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

美
術
館
や
歴
史
的
建
造
物
、
景
観
な
ど
は
ス
タ
テ
ィ
ッ

ク
（
静
的
）
か
つ
持
続
的
な
磁
力
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
動
的
）
で
一
時
的
・
継
続
的

な
磁
力
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
地
域
に
合
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。
種
目
別
の

イ
ベ
ン
ト
か
ら
総
合
大
会
ま
で
、
国
内
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
会
ま
で
、
と
細
か
く
分
類
す
る

と
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
無
数
に
考
え
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

年
齢
別
、
男
女
別
の
分
類
も
あ
り
、
加
え
て
今
後
は
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
も
広
が
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
山
間
地
域
で
は
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
施
設
が
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
合
宿
の
誘
致
が
で
き
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
は
何
も
な

い
こ
と
が
魅
力
に
な
り
え
ま
す
。
日
本
で
は
過
去
に
山
が

高
く
谷
が
深
い
こ
と
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
向
い

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
競
争
優
位

性
を
担
保
す
る
重
要
な
自
然
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

環
境
を
活
か
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
現
在
日
本
で
は

年
間
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
約
２
０
０
大
会
、ハ
ー
フ
、フ
ァ

ン
ラ
ン
を
含
め
る
と
約
３
０
０
０
大
会
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
が
約
３
０
０
大
会
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
が
約
３
０
０
大
会

開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
参
加
者
の
半
数
は
開
催
県
外
か
ら

訪
れ
て
お
り
、
５
０
０
人
規
模
の
大
会
で
約
５
０
０
０
万

円
の
直
接
的
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の

傾
向
で
は
、
廃
線
を
活
用
し
た
岐
阜
県
の
「
レ
ー
ル
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
」
や
、
人
手
不
足
に
悩
む
小
樽
で
の
「
ス

ポ
ー
ツ
雪
か
き
」
な
ど
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
型
の

　
ふ
る
さ
と
財
団
は
総
務
省
と
連
携
し
、「
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
通
じ
て
多
様
な
地
域
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
財
団
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
経
験
な
ど
を
地
方
公
共
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
団
体
の
皆
さ
ま
に
紹
介
、
あ
る
い
は
地
域
再
生
の
新
し
い
試
み
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
地
域
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
「
地
域
再
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
平
成
28
年
11
月
17
日
に
岡
山
市
で
開
催
し
た
岡
山
県
地
域
再
生
セ
ミ
ナ
ー「『
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
地
域
づ
く
り
』

～
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
一
体
感
や
地
域
間
の
交
流
を
促
進
し
よ
う
！
～
」（
主
催: 

ふ
る
さ
と
財
団
、
共
催:

岡
山
県
）
を

紹
介
し
ま
す
。

「
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」

地
域
再
生
セ
ミ
ナ
ー
岡
山
県
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ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
」

ま
ん
が
事
例
集
の
制
作
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ス

ポ
ー
ツ
地
域
活
性
化
に
成
功
し
た
事
例
を
地
元
の
漫
画
家

の
卵
に
描
い
て
も
ら
い
、
全
国
の
中
学
校
・
高
等
学
校
等

の
図
書
館
に
寄
贈
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
全
国
で

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
組
が
進
ん
で
い
ま

す
。事

例
発
表

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
事
業
に
よ
る
地
域
活
性
化

丹
埜 

倫
氏
（
株
式
会
社R.project
　
代
表
取
締
役
）

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
は
、
市
街
地
よ

り
も
地
方
の
過
疎
地
の

方
が
適
し
て
い
ま
す
。

地
方
の
中
山
間
地
域
で

は
大
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
は
難
し

い
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
は
裾
野
も
広
く
地

域
活
性
化
に
有
効
で
す
。

プ
ロ
や
実
業
団
の
合
宿
地
の
方
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

市
場
規
模
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
合
宿
の
方
が
圧
倒
的
に
大
き

い
の
で
す
。
我
々
も
ア
マ
チ
ュ
ア
合
宿
を
主
な
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
住
ん
で
い
る
と
気
づ
き
に
く
い
で
す

が
、首
都
圏
に
は
、都
心
か
ら
１
０
０
㌔
㍍
離
れ
る
だ
け
で
、

棚
田
、
温
泉
な
ど
、
自
然
の
風
景
が
溢
れ
て
い
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
大
阪
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

交
通
網
も
外
国
に
比
べ
れ
ば
遥
か
に
便
利
で
、
自
然
あ
ふ

れ
る
き
れ
い
な
景
観
が
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ

れ
ら
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
気
が
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

都
市
部
か
ら
少
し
離
れ
た
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
施
設
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
を
始
め

た
２
０
０
６
年
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
で
、
夕
張
市
の

破
た
ん
や
地
方
の
衰
退
と
都
市
部
の
発
展
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京
か

ら
近
く
、
自
然
が
残
る
環
境
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
公
共

施
設
に
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
合
宿
事
業
着
手

の
き
っ
か
け
で
し
た
。

初
め
の
事
業
は
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ー
ズ
保
田
と
い
う
千

葉
県
鋸
南
町
の
施
設
で
し
た
。
鋸
南
町
は
人
口
８
５
０
０

人
程
度
の
過
疎
化
が
進
む
町
で
、
こ
の
施
設
は
元
々
千
代

田
区
の
保
有
す
る
臨
海
学
校
の
施
設
で
し
た
が
、
千
代
田

区
で
も
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
で
利
用
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
２
０
０
６
年
に
廃
止
し
、
更
地
に
す
る
計
画

が
出
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
渉
し
て
事
業
内
容
を
理

解
し
て
頂
き
、
入
札
で
施
設
を
取
得
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
た
ほ
か
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
施
設
と
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
３
面
を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
が
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
と
し
て
使
用
で
き

る
と
い
う
嬉
し
い
誤
算
も
あ
り
、
段
々
と
宿
泊
客
数
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
千
代
田
区
が
保
有
し
て
い
た
時
は
年
間

１
０
０
０
～
２
０
０
０
泊
で
し
た
が
、
我
々
が
運
営
し
た

初
年
度
に
は
８
０
０
０
泊
、
現
在
で
は
年
間
１
７
０
０
０

～
１
８
０
０
０
泊
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
低
学
年

か
ら
大
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
中
心
に
、
企
業
合
宿
や

大
学
の
ゼ
ミ
合
宿
も
行
わ
れ
て
お
り
、
年
代
、
用
途
も
幅

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、合
宿
施
設
の
ピ
ー
ク
シ
ー

ズ
ン
は
年
間
３
分
の
1
の
期
間
の
た
め
、
閑
散
期
に
地
元

の
子
供
向
け
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
他
、

文
科
省
が
進
め
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
い
う

取
組
に
鋸
南
町
に
お
い
て
取
り
組
み
、
年
間
４
回
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
や
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
地
元
と
連
携
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
経
済
効
果
は

合
宿
事
業
の
方
が
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｒ
効
果
は
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

鋸
南
町
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
か
ら
毎
年
50
名
の
利

用
者
が
い
る
ほ
か
、
国
内
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
の
利
用
も
あ
り
ま
す
。
鋸
南
町
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
日
本

の
大
学
生
よ
り
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
箱
根
や
日
光
で
は

な
く
て
も
外
国
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
そ
こ
で
始
め
た
の
が
バ
ジ
ェ
ッ
ト
ト
ラ
ベ
ル
事
業
で

す
。
こ
れ
は
外
国
人
旅
行
者
の
中
に
は
行
程
が
決
ま
っ
て

い
な
い
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
も
い
る
た
め
、
東
京
に
旅
の
拠

点
と
な
る
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
作
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

置
い
て
鋸
南
町
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
バ
ス
で
東
京
か

ら
鋸
南
町
ま
で
輸
送
す
る
と
い
う
、
観
光
客
の
流
れ
を
生

む
事
業
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
の
取
組
と
し

て
閑
散
期
の
合
宿
所
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
（
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）
を
地
方
で
開
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
海
外
の
子
ど
も
と
地
域
の
子
ど

も
が
交
流
す
る
も
の
で
、
合
宿
時
期
で
黒
字
化
し
て
い
る

施
設
を
活
用
す
る
こ
と
で
私
立
高
校
レ
ベ
ル
の
学
費
で
開

け
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
合
宿
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
の
一

翼
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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1 

岩
手
県
紫
波
町

【
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
】

清
水 

義
次
氏

（
株
式
会
社
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ 

代
表
取
締
役
）

事
業
概
要

　
ま
ち
な
か
遊
休
不
動
産
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
住

と
起
業
家
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

欲
し
い
暮
ら
し（
働
く
場
と
生
活
の
場
）

を
手
に
入
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

確
立
と
地
域
資
源
を
活
用
し
た
紫
波

ら
し
い
豊
か
さ
を
情
報
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

・
古
民
家
改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

・�

ま
ち
な
か
再
生
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業

化
支
援

・�

紫
波
ら
し
い
暮
ら
し
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

・�

日
詰
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
運
営

紫
波
町
で
は
、
大
規
模
未
利
用
町
有
地

（
10
・
７
ha
）
の
活
用
に
向
け
て
、
役
場

庁
舎
の
老
朽
化
対
応
や
図
書
館
新
設
の

要
望
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、庁
舎
、

図
書
館
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
整
備
・
運
営
す
る
公
民

連
携
事
業
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
紫
波
中
央
駅
前
都
市
整
備
事
業
）
を
進

め
て
い
ま
す
が
、「
公
民
連
携
基
本
計
画

（
平
成
20
年
度
）」
に
お
い
て
、
オ
ガ
ー

ル
地
区
と
駅
を
へ
だ
て
て
反
対
側
に
位

置
す
る
日
詰
商
店
街
地
区
と
の
連
動
に

つ
い
て
も
計
画
的
に
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

昨
年
度
、
本
事
業
に
お
い
て
「
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
詰
商
店
街
地
区

に
あ
る
遊
休
不
動
産
や
潜
在
的
な
地
域
資

源
を
活
用
し
、
民
間
主
導
に
よ
っ
て
事
業

化
を
行
う
た
め
の
「
日
詰
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
の
策
定
を
行
い
、

遊
休
不
動
産
へ
の
一
部
改
修
・
活
用
に
よ

る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

や
、
構
想
に
描
か
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
業
化
を
通
じ
て
定
住
と
起
業
家
育
成
、

紫
波
で
の
暮
ら
し
方
や
物
件
の
活
用
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
28
年
10
月
16

日
・
17
日
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

委
員
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
町
職
員
、
日

詰
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
委
員
等
が
参
加
し
、
現
地
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
現
地
視
察

で
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
候
補
物
件
や
古

民
家
改
修
物
件
、
対
象
地
区
の
町
並
み
な

ど
を
視
察
し
、
そ
の
後
の
会
議
で
は
、
日

詰
地
区
の
現
状
を
含
め
こ
れ
ま
で
の
取
組

に
つ
い
て
町
か
ら
説
明
が
あ
り
、
今
年
度

ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
専
門
性
を
持
っ
た
外
部
の
人
材 （
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
地
域
に
入
り
、
ま
ち
な
か
を
再
生
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
「
ま
ち
な

か
再
生
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
組
織
す
る
「
ま
ち
な
か
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
の
委
員
が
、
助
成
市
町
村
の
現
地
を
視
察
し
、
地
元
関
係
者
を

交
え
多
様
な
観
点
か
ら
意
見
交
換
を
す
る
た
め
の
現
地
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
度
採
択
し
た
４
市
町
、
岩
手
県
紫
波
町
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
、
佐
賀
県
佐
賀
市
の
ま
ち
な
か
再
生
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
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の
取
組
に
つ
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
前
半
は
、
域
内
住
民

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ま
ち
な
か
再

生
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
化
支
援
と
日
詰
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

活
動
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
後
半

は
、
町
外
（
移
住
候
補
者
・
起
業
希
望
者

等
）
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
古
民
家

の
断
熱
改
修
と
紫
波
ら
し
い
暮
ら
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
２
つ
の
テ
ー
マ

で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
か
ら
は

「
直
線
で
約
８
０
０
ｍ
あ
る
日
詰
地
区
と

オ
ガ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
移
動
さ
せ
る
か

に
つ
い
て
は
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
、
将

来
的
に
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用
な
ど

も
視
野
に
入
れ
、
例
え
ば
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
な
ど
で
社
会
実
験
を
行
っ
て
み
て
は
ど

う
か
」
と
の
意
見
や
「
オ
ガ
ー
ル
を
中
心

と
し
た
新
し
い
住
民
と
歴
史
あ
る
日
詰
地

区
の
古
く
か
ら
の
住
民
と
の
接
点
を
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
含
む
の
が
良
い
」
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
古
民
家
改
修
に
つ
い
て
は
「
断

熱
改
修
の
モ
デ
ル
が
出
来
る
と
そ
こ
か
ら

の
普
及
が
期
待
で
き
る
。
住
宅
の
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
個
人
住
宅

の
場
合
、
見
学
や
性
能
の
体
験
が
難
し
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
が
、
一
定
期
間
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
と
し
て
公
開
で
き
る
期
間
を

設
け
、
情
報
発
信
す
る
と
い
っ
た
工
夫
を

し
て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
遊
休
不

動
産
の
活
用
を
含
め
て
エ
リ
ア
の
再
生
を

図
り
、
さ
ら
に
里
山
の
再
生
へ
の
波
及
も

見
据
え
、事
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

2 

大
阪
府
泉
佐
野
市

【
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
】

高
橋 

一
夫
氏

（
近
畿
大
学
経
営
学
部
　
教
授
）

事
業
概
要

　
関
西
国
際
空
港
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
を
背
景
に
賑
わ
い
あ
る
街
と

す
る
た
め
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
た
、
泉
佐
野
市
全
体

を
Ｓ
Ｃ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

に
見
立
て
た
シ
ビ
ッ
ク
モ
ー
ル
事
業

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
商
店
街
飲

食
店
を
中
心
に
し
た
啓
蒙
活
動
と
事

業
の
制
度
設
計
を
行
う
。

◆
Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
営
態
勢
の
整
備

・�

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
計
画
の
策
定
と
運

営
態
勢
の
構
築

◆
対
外
的
働
き
か
け
啓
蒙

・
商
店
街
関
係
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

・�

シ
ビ
ッ
ク
モ
ー
ル
事
業
の
推
進
（
飲

食
店
を
中
心
に
し
た
制
度
設
計
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）

ま
ち
な
か
再
生
の
対
象
区
域
で
あ
る

泉
佐
野
駅
周
辺
の
７
つ
の
商
店
街
を
含

む
商
業
区
域
は
、
古
く
か
ら
「
泉
州
タ
オ

ル
」
の
生
産
を
背
景
に
栄
え
て
き
ま
し
た

が
、店
舗
の
老
朽
化
や
経
営
者
の
高
齢
化
、

顧
客
の
減
少
な
ど
商
店
街
本
来
の
魅
力

が
薄
れ
賑
わ
い
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
回
の
ま
ち
な
か
再
生
事
業
で
は
、

関
西
国
際
空
港
の
外
国
人
観
光
客
の
急

増
を
契
機
に
賑
わ
い
あ
る
街
を
取
り
戻

す
た
め
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、

地
元
の
各
種
団
体
か
ら
組
織
さ
れ
た
泉

佐
野
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

協
議
会
（
ｉ
ｃ
ｐ
）
を
母
体
に
し
た
組
織

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
増
大
す
る
訪
日
客
を
中
心
に
し
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
市
域
全
体
を
シ
ョ
ッ

旧岩手蚕種の
視察



まちなか再生支援事業

22 ● FEB. 2017 vol.127

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
見
立
て
る
シ
ビ
ッ
ク

モ
ー
ル
事
業
の
促
進
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
28
年
10
月
4

日
・
5
日
に
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委

員
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
泉
佐
野
市
職
員
、

ｉ
ｃ
ｐ
委
員
の
方
々
、
財
団
職
員
等
が
参

加
し
現
地
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
が
け
て
実
施
し
た
現
地
視

察
で
は
、
泉
佐
野
市
の
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

駅
周
辺
施
設
、
犬
鳴
山
温
泉
等
の
観
光
資

源
を
視
察
し
泉
佐
野
市
が
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
泉
佐

野
駅
周
辺
の
７
つ
の
商
店
街
を
視
察
し

街
の
課
題
を
直
に
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
の
会
議
で
は
、
泉
佐
野
市

か
ら
ま
ち
な
か
で
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
後
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か

ら
「
泉
佐
野
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
」
と
「
訪

日
外
国
人
向
け
泉
佐
野
駅
周
辺
シ
ビ
ッ

ク
モ
ー
ル
事
業
構
想
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
と
の
意

見
交
換
で
は
、
泉
佐
野
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

に
つ
い
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
※
１
）

や
Ｉ
Ｒ
事
業
を
想
定
す
る
と
し
て
も
、
ま

ち
な
か
だ
け
に
視
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、

臨
海
部
の
企
業
や
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
な
ど

と
連
携
し
た
ま
ち
な
か
反
映
ス
ト
ー
リ
ー

を
描
い
た
方
が
良
い
」
と
の
意
見
や
「
事

業
計
画
に
は
１
年
～
３
年
の
短
い
ス
パ
ン

で
成
果
の
で
る
地
域
の
事
業
と
も
リ
ン
ク

さ
せ
る
方
が
ｉ
ｃ
ｐ
の
方
々
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
の
シ
ビ
ッ
ク
モ
ー
ル
事
業
構
想

の
意
見
交
換
で
は
、
店
先
に
「
ｗ
ｅ
ｌ
ｃ

ｏ
ｍ
ｅ
」
の
看
板
を
立
て
る
こ
と
で
外
国

人
歓
迎
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
や
、
外

で
食
べ
歩
き
で
き
る
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー

ド
作
戦
等
の
即
効
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
、
入
店
し
て
き
た
外
国
人
に
言

葉
は
解
ら
な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
で

十
分
通
じ
る
こ
と
や
、
外
国
人
観
光
客
は

早
朝
も
深
夜
も
来
る
の
で
、
定
休
日
や
営

業
時
間
の
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
店

街
の
多
国
語
版
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を

ホ
テ
ル
に
置
く
等
、
外
国
人
観
光
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
提
案
も
あ

り
ま
し
た
。

ｉ
ｃ
ｐ
委
員
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
や

っ
て
き
た
こ
と
、
方
向
性
は
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
、
自
信
を
も
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
」と
力
強
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
現
地
会
議
で
の
助
言
・
提
言
を

踏
ま
え
、
目
標
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

※�

１　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
：M

eeting�Incentive�
Travel� C

onvention� Exhibition/
Event

の
頭
文
字
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く

の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称

3 

和
歌
山
県
和
歌
山
市

【
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
】

嶋
田 

洋
平
氏

（
株
式
会
社
リ
ノ
ベ
リ
ン
グ
　
代
表
取
締
役
）

観光資源となっている犬鳴山
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民
間
と
行
政
が
共
通
の
目
標
に
向

か
っ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
経

営
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
、
不
動
産
所

有
者
、
大
学
、
市
民
等
の
ま
ち
づ
く

り
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
中
心
と
し
た
民
間

主
導
に
よ
る
公
民
連
携
に
よ
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
策

定
と
民
間
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て

構
想
を
実
現
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
。

・�

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
構

想
検
討
委
員
会
の
運
営
（
全
６
回
）

・�

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
構

想
の
策
定

和
歌
山
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
進

め
て
き
た
個
々
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
を
、
ま
ち
な
か
の
再
生
に
波
及
さ

せ
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
「
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
の
策
定
に

向
け
て
地
元
の
実
践
者
を
中
心
と
し
た

構
想
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
論

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
様
々

な
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
魅
力

的
な
事
業
を
展
開
す
る
講
師
の
方
々
か

ら
事
例
紹
介
を
い
た
だ
き
、
検
討
委
員

だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
市
民
や
事
業

者
の
方
々
か
ら
も
「
こ
う
い
う
事
業
な

ら
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
前
向
き

な
議
論
が
行
わ
れ
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
の
発
掘
・
再
発
見
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
機
運
の
醸
成
が
図
ら
れ

つ
つ
あ
る
中
、
平
成
28
年
11
月
14
日
に

現
地
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
現
地
視

察
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
物
件
の
ほ
か
、
平
成
29
年
4
月
に
開
校

す
る
小
中
一
貫
校
、大
学
誘
致
の
候
補
地
、

和
歌
山
城
の
外
堀
で
あ
る
市
堀
川
、
公
設

の
大
型
駐
車
場
な
ど
ま
ち
な
か
再
生
の

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
施
設

等
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
会
議
で

は
、
ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
た
こ
れ
ま
で

の
取
組
と
今
後
の
方
向
性
、
構
想
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
、

市
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
は
、
ス
モ
ー

ル
エ
リ
ア
を
複
数
設
定
し
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
に
相
応

し
い
事
業
群
（
飲
食
店
群
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
群
な
ど
）
の
育
成
を
エ
リ
ア
の
空

間
づ
く
り
を
含
め
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
エ
リ
ア
特
有
の

課
題
を
解
決
す
る
事
業
展
開
の
方
向
性

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
の
動
き
と
し
て
教
育
分
野
で
際
立
っ

た
公
共
投
資
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
は
、
公
と
民
の
連
携

に
よ
り
「
教
育
高
品
質
の
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
か
ら

は
「
県
内
の
農
産
物
や
海
産
物
が
ま
ち
な

か
と
の
連
携
に
よ
り
見
え
る
形
に
す
る

と
い
う
提
案
だ
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
は
ロ

ー
カ
ラ
イ
ズ
で
こ
だ
わ
っ
た
も
の
に
す

る
べ
き
、
ま
た
、
広
域
観
光
は
自
治
体

毎
の
観
光
情
報
の
単
な
る
寄
せ
集
め
で

は
な
く
、
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
た
顧
客
ニ

ー
ズ
を
意
識
し
て
情
報
を
届
け
る
べ
き
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
既
存
の
大
型
駐
車
場
を
活
用

し
た
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
セ
ル
は
子
ど
も
の

安
心
安
全
の
実
現
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
進

め
て
ほ
し
い
が
、
公
設
駐
車
場
の
経
営
に

ま
ち
な
か
の
民
営
駐
車
場
の
所
有
者
が

関
わ
れ
る
仕
組
み
が
な
い
と
進
ま
な
い
。

ま
た
、
市
堀
川
沿
い
の
川
辺
は
県
に
よ
っ

て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
民
地

と
ど
う
つ
な
げ
る
の
か
が
課
題
な
の
で
、

県
と
市
が
協
力
し
て
社
会
実
験
を
行
っ

て
み
て
は
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。今

後
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
基
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
策
定
し
、
公
民
連
携
に
よ
る

構
想
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ぶらくり丁商店街にある
リノベーション事例
農園レストラン「石窯ポポロ」
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佐
賀
県
佐
賀
市

【
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
】

西
村 
浩
氏

（
株
式
会
社
ワ
ー
ク
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ズ
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こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
ま
ち
な

か
再
生
へ
の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、
民
間
に
よ
る
ま
ち
な
か
へ
の

投
資
・
出
店
等
が
進
む
よ
う
不
動
産

ス
ト
ッ
ク
活
用
の
た
め
の
新
た
な
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
、
一
層
の
賑
わ
い

創
出
を
図
る
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
の

魅
力
を
発
信
・
共
有
す
る
た
め
に
佐

賀
な
ら
で
は
の
ク
リ
ー
ク
（
水
路
）

を
活
か
し
た
取
組
を
実
施
し
、
エ
リ

ア
の
価
値
向
上
を
目
指
す
。

・�

不
動
産
ス
ト
ッ
ク
活
用
促
進
ス
キ

ー
ム
の
構
築

・
ク
リ
ー
ク
の
活
用
促
進

佐
賀
市
で
は
、
平
成
23
年
に
「
佐
賀
市

街
な
か
再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
主
に
取
り
組
ん

で
き
た
中
心
核
エ
リ
ア
を
含
む
４
核
を
活

動
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、
空
き
家
・
空
き

店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
各
種

施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
未
だ
空
き

家
・
空
き
店
舗
が
多
く
存
在
し
、
駐
車
場

の
乱
立
が
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度

実
施
し
た
空
き
物
件
を
活
用
し
た
お
試
し

リ
ー
シ
ン
グ
で
あ
る
「
オ
ー
プ
ン
シ
ャ
ッ

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
本
格
出
店
に
結

び
付
く
な
ど
徐
々
に
効
果
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
空
き
店
舗
等
の
利
活
用
が
見

込
め
る
物
件
は
、
老
朽
化
対
策
と
い
う
一

定
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
資
金
調

達
に
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取

組
を
加
速
さ
せ
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
佐

賀
市
の
制
度
融
資
を
活
用
し
つ
つ
、
金
融

機
関
と
の
連
携
を
得
ら
れ
る
公
民
連
携
に

よ
る
不
動
産
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
た
め
の
ス

キ
ー
ム
の
構
築
と
、
日
本
有
数
の
ク
リ
ー

ク
を
活
用
し
た
ま
ち
な
か
再
生
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
28
年
11
月
25

日
・
26
日
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

委
員
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
市
職
員
、
地

元
関
係
者
等
が
参
加
し
、
現
地
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
現
地
視
察

で
は
、
ス
キ
ー
ム
の
モ
デ
ル
適
用
を
予
定

し
て
い
る
ビ
ル
や
、
和
船
に
乗
っ
て
ク
リ

ー
ク
沿
い
の
不
動
産
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
会
議
で
は
、
ま
ち
な
か
再

生
の
全
体
方
針
、
本
事
業
の
概
要
と
位
置

付
け
、
ス
キ
ー
ム
案
お
よ
び
そ
の
実
現
に

向
け
た
課
題
、
ス
キ
ー
ム
の
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
課
題
に
つ

い
て
、
市
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
か
ら
は

「
ス
キ
ー
ム
を
活
用
す
る
た
め
に
満
た
す

必
要
が
あ
る
『
街
な
か
再
生
基
準
』
に
つ

い
て
、
実
効
性
を
確
保
で
き
る
項
目
設
定

に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
や
「
市

が
創
設
予
定
の
利
子
補
給
に
つ
い
て
、
受

給
終
了
後
も
経
営
の
相
談
に
乗
る
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
4
核
エ
リ
ア
に
配
置
す
る

な
ど
、
中
長
期
的
に
事
業
者
を
支
え
て
い

く
よ
う
な
仕
組
み
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
ク
リ
ー
ク
や
道
路
な
ど
を
再
生

す
る
と
、
エ
リ
ア
の
価
値
が
上
が
る
、
そ

う
す
る
と
、
自
然
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
き
、

人
が
集
ま
り
、
地
域
の
産
業
が
育
成
さ
れ

る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
循
環
を
つ
く
る
の

が
持
続
可
能
な
再
生
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、エ
リ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、

エ
リ
ア
が
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
化
し
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
や

「
ク
リ
ー
ク
を
佐
賀
市
が
持
っ
て
い
る
重
要

な
資
産
と
し
て
捉
え
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
ち
、
市
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
シ

ス
テ
ム
と
し
て
考
え
、
活
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
ス
キ
ー
ム
の
構
築
や
ク
リ
ー
ク

の
さ
ら
な
る
活
用
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

クリーク沿いを和船から見学
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ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

  趣　　旨1
　地域の振興、活性化に資する事業活動を実施している民間事業者を顕彰し、その活動を全国に広く周知することにより、
活力と魅力ある地域づくりの一層の推進に寄与することを目的とします。

  表彰対象2
　過去にふるさと融資を活用した民間事業者等（以下「事業者」という。）であって、当該事業者によるふるさと融資を活
用した事業が、営業開始後３年以上継続し、現在も経営状況に懸念がなく、かつ地域における経済効果、雇用及びイメー
ジアップ等の点で魅力ある地域づくりに特に貢献していると認められること。
　（例）
　・地域の活性化につながる新しい試みに意欲的に取り組んでいる事業
　・当該事業において営業開始以降、新規雇用が定期的にあり、地域における雇用拡大に貢献している事業
　・�地方公共団体において構想するまちづくり基本計画等の推進にあたり、積極的な役割を果たし、地域にとって中心的

位置付けである事業
　・当該事業の営業活動により、地域での生産、消費の拡大が図られ、地域に大きな経済効果をもたらしている事業
　・�東日本大震災の被災地域において、復興に向けて特に中心的な役割を果たし、地域経済の再生および雇用の維持・拡

大に特に貢献している事業（特別賞）

  表彰方法3
　表彰は、表彰状を授与して行います。
　・総務大臣賞（10事例以内）

  対象事業者の推薦方法4
　都道府県、政令指定都市及び市町村（政令指定都市を除く。）は、それぞれ一事業者を推薦してください。なお、同一都
道府県において、都道府県及び市町村が推薦する事業者が複数ある場合には、都道府県は優先順位を付して推薦してくだ
さい。

  審査方法5
　都道府県、政令指定都市及び市町村から推薦を受けた事業者のうち、学識経験者及び関係行政機関の職員等から構成さ
れる「ふるさと企業大賞審査委員会」の審査及び選考を経て、10以内の民間事業者を選定し、総務省と協議のうえ、財団
理事長が決定します。

  スケジュール6
　・募集締切� 平成 29年 2月 28日
　・審査委員会� 7 月下旬
　・表彰者決定� 9 月下旬
　・表彰式� 10月下旬

問合わせ先 融資部　企画調整課　　 TEL  03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732
 E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp
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新商品開発例

木材の曲げ加工技術による
メガネケースの開発

特殊シリコンリング装着による
保温性を高めたカップの開発

糖化熟成加工による
真昆布だしパックの開発

竹を原料とした抗菌剤の開発

  事業目的1
　企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、財団が当該市町村に対し補助金を交付す
ることで、地域産業の育成・振興に資するよう地域における投資や雇用の創出を促進するものです。

  事業区分2
　⑴�　新商品開発に取り組む企業等に対して市町村が必要な経費の補助を行うときは、経費の規模に応じて、補助金を交

付します（Ａ～Ｃタイプ）。
　⑵�　これまでに新商品開発に取り組み、試作品が完成したものの商品化に至っていないものについて、商品化に向けた

事業化、市場調査、販路開拓等を実施しようとする事業について、補助金を交付します（Ｄタイプ）。

  公募概要3

補 助 対 象 者 市町村（特別区を含む）
※企業等に対する補助金は市町村から交付します。

補 助 上 限 額 ・Ａタイプ　1,000 万円 以内　　・Ｂタイプ　500 万円 以内
・Ｃタイプ　　100 万円 以内　　・Ｄタイプ　200 万円 以内

補 助 率 補助対象経費の 2 ／ 3 以内
（過疎地域、みなし過疎地域、離島地域、特別豪雪地帯においては 9 ／ 10 以内）

補助対象経費

A 〜 C タイプ : 補助対象事業に必要な謝金、旅費、原材料費、機械装置費、工具器具費、委託費、技術指導費、
産業財産権導入費、会議事務費、人件費、広告費等

D タイプ : 上記に加え、パッケージデザイン・ネーミング委託料など、試作品を商品化の軌道にのせるため
に必要な委託に要する経費

※具体的な経費の内容については、財団までお問い合わせください。

補助対象期間 平成 29 年 4 月 1 日　〜　平成 30 年 2 月 28 日

採 択 件 数 全体で 10 件程度

公 募 期 間 平成 28 年 12 月 15 日　〜　平成 29 年 1 月 31 日（財団必着）

留 意 事 項

① 商品開発において新技術を導入する事業や全く新しい商品の開発を行う事業、産学官金の連携等地域全体
で取り組む事業等を重点的に支援します。

②事業が国庫補助を受けている場合や企業等が債務超過となっている場合は対象となりません。
③事業の研究開発の主要部分を委託するものは対象となりません（Ａ〜Ｃタイプ）。
④補助事業の成果については、地域振興策の実例として、財団の広報媒体を通じて公表します。
⑤申請書類は採否に関わらず返却しません。

地域産業の育成・発展を支援

ふるさとものづくり支援事業



補助事業の範囲（イメージ図）
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※商品化した後の販路開拓のための展示会出展等は対象外
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  事業の目的1
　地域再生に取り組む市町村に対して、各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する外部専門家（地域再生マネージャー
等）を活用する費用の一部を支援することで、当該地域の段階・実情に応じた地域再生の取組を促進し、地方創生に資す
るよう活力と魅力ある地域づくりに寄与しようとするものです。
　（※）�当事業において「地域再生」とは、地域住民が主体となった持続可能な仕組みや体制を構築すること、さらには地域資源等を活用したビ

ジネスを創出することで、地域が自立的に活動し雇用に結び付ける仕組みづくりを行うことをいいます。

  事業の概要2
　本事業では、次のメニューにより、市町村の地域再生への取組をサポートします。

　　1外部専門家活用助成［助成率2／ 3以内、助成額700万円以内］
　　　�　地域再生に取り組む市町村が、各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する外部専門家を活用する場合に、財

団がその費用の一部を助成するものです。
　　　�　外部専門家は、地域住民主体による持続可能な実施体制の構築、地域資源等を活用したビジネス創出への助言・

指導及び事業の具体的なマネジメント等を行います。

　　2外部専門家派遣（短期診断）［派遣回数1回］　　　　　　　　
　　　�　地域再生に取り組もうとする市町村に対して、財団から外部専門家を派遣し必要な助言等を行うものです。
　　　�　外部専門家は、現地調査を行い、地域課題の抽出及び課題解決に向けた方向性の提言を行います。

地域の自立的活動・ビジネス創出の仕組みづくりに向けた取組を支援

地域再生マネージャー事業

問合わせ先 融資部　企画調整課　　 TEL  03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732
 E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp
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課題解決の
方向性の提言

実施体制構築への
助言、協働

・起業
・法人化
・雇用拡大
・設備投資

地域住民が主体となり、
地域が自立的に活動

事業のマネジメント
ビジネス創出の助言、指導

地域課題の
抽出

地域住民主体による持続可能な実施体制の構築
事業実施（ものづくり、観光振興、流通・販路の拡大）

外部専門家派遣
（短期診断） 外部専門家活用助成

地域再生

外部の専門家による支援

  公募概要3
　1外部専門家活用助成

助 成 対 象 者 市町村（特別区を含む）

助 成 金 額 助成対象経費の 2 ／３以内（上限 700 万円）

助成対象経費

①外部専門家の派遣に関する経費（複数人材でも可能）
　外部専門家の人件費（謝金を含む。）、旅費
②その他の経費
　 旅費、委託料、会議費、印刷製本費、広告宣伝費、原材料費、消耗品費、通信運搬費　等（消費税及び地

方消費税を含む。）

助成対象期間 平成 29 年 4 月 1 日　〜　平成 30 年 2 月 20 日

対 象 事 業 数 12 件程度

公 募 期 間 平成 28 年 12 月 15 日　〜　平成 29 年 2 月 3 日（財団必着）

留 意 事 項

①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②書面審査の他、必要に応じ現地でのヒアリングを実施することがあります。
③採択・不採択の通知は３月下旬の予定です。
④期中の概算払いは行いません。
⑤外部専門家の派遣に関する経費は、助成対象経費の概ね半分以上に調整願います。
⑥申請書は外部専門家と協議のうえ作成してください。
⑦ 派遣する外部専門家は、原則市町村で選任してください。希望があれば財団において外部専門家を紹介す

ることも可能です。

　2外部専門家派遣（短期診断）

助 成 対 象 者 市町村（特別区を含む）

派 遣 内 容 ①原則として 1 件当たり 1 回（2 人）まで、2 泊 3 日の派遣。
②最終日に調査結果を首長等に報告。

経 　 　 費 外部専門家の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部専門家へ直接支払う。
（算定方法については、財団の規定によります。）

派遣実施期間 平成 29 年 4 月 1 日　〜　平成 30 年 1 月 31 日

対 象 件 数 6 件

公 募 期 間 平成 28 年 12 月 15 日　〜　平成 29 年 2 月 28 日（財団必着）

留 意 事 項

①市町村は､ 都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②採択・不採択の通知は３月下旬の予定です。
③対象（採択）件数に達しない場合は継続公募とします。
④派遣する外部専門家は、原則財団が選任します。

問合わせ先 地域再生部　地域再生課　　 TEL  03-3263-5736　　 FAX  03-3263-7887
 E-mail  saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp
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まちなか空間の再生を支援
まちなか再生支援事業

  事業目的1
　まちなか再生に取り組む市町村（特別区を含む。以下同じ。）に対して、具体的・実務的ノウハウを有する専門家に業務
の委託等をする費用の一部を助成することにより、民間能力を活用してまちなかの都市機能の維持・拡大を総合的な側面
から促進し、地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与しようとするものです。
　（※）�当事業において「まちなか再生」とは、まちなかにおいて生じている居住者と来訪者の減少、空き家・空き店舗の増加、賑わいの喪失、

街としての魅力と求心力の低下等の様々な課題に対し、まちなか空間の維持保全・環境改善・施設整備、インバウンド需要の活用含む地
域資源のプロモーション、それらの担い手たるコミュニティの再生、人材の育成、組織の設立等を行うことにより、まちなか空間におけ
る生活及び交流拠点としての都市機能等の維持・拡大を図ることをいう。

  助成事業の概要2
助成内容 ①市町村の業務委託に要する経費に対する助成

②市町村が実施するまちなか再生事業に対する助言

助成対象事業の概要 市町村がまちなか再生専門家の具体的・実務的ノウハウを活用してまちなか再生に取り組む事業

事業概念図

まちなか再生プロデューサー

次に掲げるいずれかの者とする。
① 市町村から委託されたまちなか再生事業の業務を、責任を持って遂行し、まちなか再生事業

全体の総合的な企画、調整、統合等を行う者
② まちなか再生専門家チームに属するまちなか再生専門家のうち、当該チームの中心となる専門家

契約の相手方 まちなか再生プロデューサー（当該専門家が所属する法人又は大学を含む。ただし、当該専門
家が大学教員の場合は、原則大学とする。）

（※）「まちなか再生専門家」とは、まちなか再生に係る具体的かつ実務的ノウハウ等を有する専門家（当該専門家が所属する法人を含む。）をいう。

  公募概要3
助 成 対 象 者 市町村（特別区を含む）

助成対象業務

① 市町村が、まちなか再生事業の推進を目的として、まちなか再生プロデューサー等と業務の委託等契約を
締結するものであること。

②まちなか再生の観点から、事業実施に係る実質的成果が期待できるものであること。
③ 市町村とまちなか再生専門家チームとの連携を円滑に行う体制の整備等、効果的に事業が実施されるよう

な仕組みを有するものであること。
④市町村が、継続的なまちなか再生を推進するために行うものであること。
⑤他の市町村におけるまちなか再生のモデルとなり得るものであること。
⑥補助対象業務に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。
⑦補助対象業務の目的や内容が「地方創生」に資するものであること。

助成額（助成率） 1 事業　700 万円 以内（助成対象事業に係る契約金額の 2 ／ 3 以内）

対 象 事 業 数 4 件程度

助成対象期間 平成 29 年 4 月 1 日　〜　平成 30 年 2 月 20 日（目途）

公 募 期 間 平成 29 年 1 月 12 日　〜　2 月 10 日（財団必着）

留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）

〈市町村〉

〈ふるさと財団〉

〈アドバイザリーボード〉

〈まちなか再生専門家チーム〉

まちづくり会社 住民

産業 金融

成果報告 連携

連携

まちなか再生プロデューサー

まちなか再生専門家

申請・報告書
の提出

審査・
助成金の交付

ア
ド
バ
イ
ス

依
頼

助言

問合わせ先 開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
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問合わせ先 開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

  事業目的1
　公民連携手法による公共施設等の整備・維持管理や運営等を推進する地方公共団体の要請に応じ、シンクタンク等の専
門家、地方公共団体の希望する分野の実績を有する地方公共団体職員又は財団職員（以下、「アドバイザー」という。）を
派遣し、助言等を行います。

  事業内容2
　下記公民連携手法について高度な専門知識、ノウハウ、経験を有する専門家等を、地方公共団体に派遣し、制度概要、
一般的手法及び事例の紹介等を通じたアドバイスを行います。
　　① PPP／ PFI：PFI 法に基づく PFI 事業の他、公民連携（PPP）による公共施設等の整備、運営・管理等を行う事業
　　②�指定管理者制度等：地方自治法第 244条の 2�第 3項に規定された指定管理者による公の施設の管理方法並びに総

合窓口の導入又は庶務事務の一元化及びこれに伴う外部委託
　　③公共施設マネジメント：自治体が保有する公共施設等を総合的に把握し、財政運営と連動しながら管理運用する仕組み

  派遣方法等3
　・アドバイザー派遣は、原則として 1地方公共団体あたり 1回を限度とします。
　・派遣時期等については、地方公共団体と協議のうえ決定します。
　・予定件数は 40自治体程度とします。
　・�申込多数の場合は、公民連携ポータルサイトに会員登録している団体を優先します。公民連携ポータルサイトの会員

登録は随時受け付けます。

  費　　用4
　アドバイザーの派遣に要する経費（謝金・旅費）は、原則として財団が全額負担します。
　（派遣実施確認後、財団からアドバイザーへ直接支払う。）

  募集期間5
　平成 29年 1月 12日～ 2月 10日

公民連携手法について高度な専門知識を有する専門家等を派遣

公民連携アドバイザー派遣事業

制度の流れ 地方公共団体
公民連携手法

（PPP／ PFI、指定管理者制度等、
公共施設マネジメント）

の検討等

ふるさと財団
アドバイザーの決定、

アドバイス内容・日程調整等

①申　込（財団に直接申請）

⑤受入結果の報告

専門家等
（又は財団職員）

②採択通知

③アドバイザーの決定通知

④アドバイス（３時間程度）
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  事業の目的1
　市町村においては、「公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について」（平成 26年 4月 22日総務大臣通知）に
より「公共施設等総合管理計画」を平成 28年度までに策定することが求められています。
　今後は、適切な行政サービスの提供と安定した財政運営を行い、持続可能な自治体経営をしていくために、公共施設等
総合管理計画に連動した実効性のある個別施設計画や長寿命化計画を策定しつつ、公共施設の再配置や統廃合等を進めて
いく必要があり、また、手段としての地方公会計の活用・検討の遅れているインフラ部門への対応・市町村域を超えた対
応等が求められます。
　当事業は、これらの課題を解決し、公共施設マネジメントをさらに推進するため、民間のノウハウの活用を含めた新た
な公共施設マネジメントについて、研究モデル事業によるケーススタディを行い、研究成果を全国に発信することを目的
としています。

  助成事業の概要2
　【助成対象事業】
　　・�公共施設等総合管理計画に連動した実効性のある個別施設計

画の策定などを通じてマネジメント手法の高度化を図る事業
　　・�予防保全を前提とした実効性のある長寿命化計画の策定など

を通じてマネジメント手法の高度化を図る事業
　　・�インフラ部門のマネジメント手法の高度化を検討する事業
　　・�市町村域を超えた広域的なマネジメントの仕組みを検討する

事業
　　・�地方公会計の活用を通じてマネジメント手法の高度化を検討

する事業
　　・�公共サービスの維持・向上や財政負担の軽減に資する公民連

携手法を検討する事業
　　・その他、財団が特に必要と認める事業

  公募概要3
対 象 者 市町村（特別区を含む）

募 集 要 件

⑴ 平成 29 年度に研究モデル事業を実施すること
⑵ 事業の実施に当たり、次に掲げるいずれかの者と業務の委託契約を締結するもの
　　　ア　民間事業者
　　　イ　大学
⑶ 当該事業に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。

助 成 額
（ 助 成 率 ） 1 事業　700 万円 以内（助成対象事業に係る契約金額の 2 ／ 3 以内）

対 象 事 業 数 3 件程度
対 象 期 間 平成 29 年 4 月 1 日　〜　平成 30 年 2 月 20 日（目途）
公 募 期 間 平成 29 年 1 月 12 日　〜　2 月 10 日（財団必着）
留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）

問合わせ先 開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

【研究モデル事業のスキーム図】

 

研究モデル
事業 ふるさと財団

民間
企業
等

シンク
タンク
等

地元
大学
等

研究モデル事業に
対する調査・検討

公共施設マネジメント
調査研究会

・学識経験者
・総務省
・先進自治体の職員など

協力

協力

契約

構
築
支
援

新
た
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
の

一部助成

共同研究

財団が組織
市町村

公共施設マネジメントの推進を支援

公共施設マネジメント調査研究
（研究モデル事業）
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平成 29 年度に実施する予定の助成事業等の概要についてお知らせします

ふるさと財団助成事業等一覧

  趣　　旨1
　地方公共団体等の職員を対象として、公民連携事業（PPP／ PFI、公共施設マネジメント、指定管理者制度等）に係る
基本的・実務的な情報、先行事例の紹介を内容としたセミナーを開催することにより、地方公共団体における公民連携の
推進を図る。

  開催概要2
　1日程及び開催場所等

開　催　日（予定） 募集人員 開催場所
第 1 回 平成 29 年 7 月（1 日間） 70 名程度 未定
第 2 回 平成 29 年 7 月（1 日間） 70 名程度 未定
第 3 回 平成 29 年 7 月（1.5 日間） 100 名程度 東京

　2参加対象者� 地方公共団体職員
　3参　加　費� 無料
　4申 込 方 法� �開催日１か月程度前に正式に案内しますので所定の方法でお申し込みください。なお、案内はホームペー

ジに掲載するほか、都道府県経由で文書にて通知します。

事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 申 請 期 間 提出方法
（注）

ふるさと融資関連事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさと企業大賞
（総務大臣表彰）

過去にふるさと融資を活用し、地
域振興・活性化に資する事業活動
を実施している民間事業者を表彰
し、その活動を全国に広く周知す
ることで魅力ある地域づくりの一
層の推進を図る。

□表彰対象
　 ふるさと融資を活用した民間事業

者であり、その事業が営業開始
後３年以上継続し、現在も経営に
懸念がなく、かつ地域における経
済効果、雇用及びイメージアップ
等の点で魅力ある地域づくりに特
に貢献していると認められること

□表彰方法
　表彰状を授与（10 事例以内）

平成 28 年 12 月 5 日
～

平成 29 年 2 月 28 日

都道府県
指定都市

Ａ

市区町村
Ｂ

公民連携セミナー

問合わせ先
開発振興部開発振興課　　 TEL  03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
 E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

公民連携ポータルサイト URL  http://www.furusato-ppp.jp/
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ふるさとものづくり支援事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさとものづく
り支援事業

企業等の地域資源を活用した新商
品開発等に対し市区町村が支援を
行う場合に、財団が当該市区町村
に対し補助金を交付する。

□補助対象 ： 市区町村
   ※ 企業等に対する補助金は市区

町村から交付
□補助率 ： 2 ／ 3 以内
　　（過疎地域等９／ 10 以内）
□補助上限額
　Ａタイプ： 1,000 万円
　Ｂタイプ： 500 万円
　Ｃタイプ： 100 万円
　Ｄタイプ： 200 万円

平成 28 年 12 月 15 日
～

平成 29 年 1 月 31 日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

地域再生マネージャー事業（担当：地域再生部　地域再生課　TEL：03-3263-5736）

外部専門家活用
助成

地域再生に取り組む市区町村が、
地域住民主体による持続可能な実
施体制の構築やビジネス創出への
助言・指導等を行う外部専門家を
活用する場合に、財団がその費用
の一部を助成する。

□助成対象：市区町村
□助成率： 2 ／ 3 以内
□助成上限額 ：700 万円
　（外部専門家派遣に係る人件費・
　旅費が助成対象経費の概ね半分
　以上）

平成 28 年 12 月 15 日
～

平成 29 年 2 月 3 日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

外部専門家派遣
（短期診断）

地域再生に取り組もうとする市区
町村に対し、財団が地域課題の抽
出や課題解決に向けた方向性の提
言を行う外部専門家を派遣する。

□派遣対象：市区町村
□派遣内容： 原則として 1 件あた

り 1 回（2 人）まで、
2 泊 3 日の派遣

□派遣費用： 外部専門家への謝金・
旅費は原則財団負担

平成 28 年 12 月 15 日
～

平成 29 年 2 月 28 日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

まちなか再生事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

まちなか再生支援
事業

まちなか再生に取り組む市区町村
が、具体的・実務的ノウハウを有
する専門家に業務の委託等をする
費用の一部を助成する。

□助成対象：市区町村
□助成率：2 ／ 3 以内
□助成上限額：700 万円

平成 29 年 1 月 12 日
～

2 月 10 日
Ａ

公民連携推進事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

公民連携アドバイ
ザー派遣事業

公民連携手法による公共施設等の
整備、維持管理・運営等を推進す
る地方公共団体の要請に応じ、シ
ンクタンク等の専門家等を派遣し、
必要な助言等を行う。

□派遣対象： 都道府県、市区町村、
一部事務組合等

□派遣回数： 原則として１団体あ
たり１回を限度

□派遣費用： 原則として財団が全
額負担　

平成 29 年 1 月 12 日
～

2 月 10 日
Ａ

公共施設マネジメ
ント調査研究（研
究モデル事業）

民間のノウハウを活用した新たな公
共施設マネジメント手法の構築に取
り組む市区町村と、財団が設置する
公共施設マネジメント調査研究会が
共同研究を行い、研究成果を発信す
る。当該市区町村に対し、民間事業
者又は大学に業務の委託をする費用
への助成を行う。

□助成対象：市区町村
□助成率：2 ／ 3 以内
□助成上限額：700 万円

平成 29 年 1 月 12 日
～

2 月 10 日
Ａ

公民連携セミナー

地方公共団体を対象に、公民連携
事業（PPP ／ PFI、公共施設マネ
ジメント、指定管理者制度等）に
係る基本的・実務的な情報、先進
事例の紹介を内容としたセミナー
を開催し、地方公共団体における
公民連携の推進を図る。

□第１回： 7 月頃、1 日間、70 名
程度、開催場所未定

□第２回： 7 月頃、1 日間、70 名
程度、開催場所未定

□第３回： 7 月頃、1.5 日間、
100 名程度、東京

決定次第案内 Ａ

（注）�提出方法…　Ａ：直接財団に提出　　　Ｂ：都道府県経由で財団に提出
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チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す

ふ
る
さ
と
財
団
へ
の
派
遣
を
伝
え
ら
れ
た

の
は
昨
年
の
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
。
意
外
な
こ

と
で
し
た
。

私
は
も
と
も
と
土
木
系
の
技
術
職
員
と
し

て
市
役
所
に
採
用
さ
れ
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
や
整
備
な
ど
、
主
に
工
事
の
設

計
・
発
注
・
監
督
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
ふ
る
さ
と
財
団
の
業
務
は
、
地
域

づ
く
り
の
推
進
な
ど
の
様
々
な
取
組
に
対
し

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
、

一
般
職
で
採
用
さ
れ
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
る

の
が
通
例
で
す
が
、
そ
ん
な
な
か
２
年
間
の

派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

私
の
派
遣
元
で
あ
る
山
口
県
周
南
市

は
、
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
人
口
は
約

14
万
6
千
人
。
平
成
15
年
に
2
市
2
町
が
合

併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
は

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
群
が
立
地
し
、
少
し
海
か
ら

離
れ
る
と
農
村
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
産
業
」
と
「
自
然
」、
そ
の
両
方
が
あ
る
と

い
う
の
が
魅
力
で
す
。
一
方
で
、
そ
れ
ゆ
え

の
課
題
も
多
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
中

心
市
街
地
の
空
洞
化
、
山
間
部
で
の
過
疎

高
齢
化
な
ど
で
す
。
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
こ

う
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
も
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
そ
れ
を
知
っ
た

の
は
派
遣
が
決
ま
っ
て
か
ら
で
し
た
。

今
年
度
、私
は
企
画
調
整
課
に
配
属
さ
れ
、

ふ
る
さ
と
融
資
の
事
務
手
続
き
や
本
誌
の
編

集
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。
業
務
の
実
施
に

あ
た
り
、全
国
各
地
の
様
々
な
場
所
に
行
き
、

様
々
な
分
野
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
工
業
・
商
業
・
観
光
・
医
療
な

ど
、
ま
さ
に
多
種
多
様
で
す
。
実
際
に
現
地

に
行
き
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
に
つ

い
て
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
市
に
生
か
せ

る
こ
と
、
ま
た
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
良
さ

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

鹿
児
島
県
で
の
百
貨
店
撤
退
に
対
す
る
民
間

事
業
者
の
取
組
や
、
京
都
府
で
の
民
間
事
業

者
と
自
治
体
が
連
携
し
て
行
う
地
域
資
源
と

新
産
業
を
生
か
し
た
商
品
開
発
に
対
す
る
取

組
で
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
私
の
市
で
直
面

し
て
い
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
大
変
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。

今
で
は
こ
の
派
遣
を
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
土
木
工
学
」
は
英
語
で
「Civil 

Engineering

」。「Civil

」
と
は
「
市
民
の
」

と
い
う
意
味
で
す
。
直
訳
す
れ
ば
「
市
民
の

工
学
」
と
な
り
ま
す
。
確
か
に
、
実
際
に
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
な
か
で
、
土
木
工
学
の
よ

う
な
専
門
的
な
知
識
や
手
法
を
用
い
る
こ
と

は
多
々
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
よ
り
よ
い
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
根
底
に
あ
る
地
域
の
特

徴
や
資
源
を
見
極
め
、
生
か
す
こ
と
の
で
き

る
幅
広
い
知
見
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
ふ
る
さ
と
に
戻
っ
た
と
き
に
、
広

い
視
野
を
も
っ
て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
残
り
一
年
余
り
、
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
存
分
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

融
資
部
企
画
調
整
課
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松
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コンビナート群がおりなす工場夜景

周南市の冬の風物詩　駅前イルミネーション 山間部の棚田風景（周南市中須地区）
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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。

随感随筆
若者と教育・研究集積の「場」の活用で地方創生を
早稲田大学名誉教授 商学博士・ふるさとものづくり支援事業審査委員長　
松田 修一 氏

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定

平成 28 年度 地域産業交流セミナー開催

「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
高機能樹脂加工支える「情熱を形に」の企業文化
中興化成工業株式会社 代表取締役社長　庄野 直之 氏

新技術・地域資源開発補助事業
地元薩摩の原料による「本物」の薩摩焼の復活へ
有限会社 沈壽官窯

「新・地域再生マネージャー事業」 地域再生セミナー
岡山県

まちなか再生支援事業
岩手県紫波町／大阪府泉佐野市／和歌山県和歌山市／佐賀県佐賀市

平成 29 年度 ふるさと財団助成事業等について
25 ふるさと企業大賞
26 ふるさとものづくり支援事業
27 地域再生マネージャー事業
29 まちなか再生支援事業
30 公民連携アドバイザー派遣事業
31 公共施設マネジメント調査研究（研究モデル事業）
32 公民連携セミナー
32 ふるさと財団助成事業等一覧

職員レポート
チャンスを生かす
融資部企画調整課　赤松 透

財団日誌
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FEBRUARY  2017

無病息災や五穀豊穣を願い、梵天を三所神社へ奉納する
秋田県横手市増田町の三所神社梵天まつり（増田梵天
まつり）。寛永20年（1643）に魚商たちが市場の神を
祀って奉納したのが始まりといわれる。長さ5メート
ルほどの梵天を纏に見立てて高く掲げたりする妙技が
見所。

4
8

財 団 日 誌 H28  10 月▶▶▶ 12 月

日　　付 内　　容 場所等
10月 3 日〜 5 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 福岡県大木町
10月 4 日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 奈良県広陵町
10月 4 日〜 5 日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 大阪府泉佐野市
10月 6 日 ふるさと財団業務説明会 徳島県
10月14日 新・地域再生マネージャー事業　アドバイザー会議 東京都
10月16日〜17日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 岩手県紫波町
10月18日 第2回公共施設マネジメント調査研究会 東京都
10月24日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 東京都中野区
10月25日 ふるさと企業大賞表彰式 東京都
10月25日 地域産業交流セミナー 東京都
10月26日〜27日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 新潟県粟島浦村
10月26日〜27日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 宮崎県都農町
10月28日 地域産業の育成・支援に関する調査研究会 東京都（財団内）
10月31日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 埼玉県
10月31日〜11月 2 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 長野県筑北村
11月 1 日〜 2 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 岩手県八幡平市
11月 2 日 第2回自治体 PPP/PFI 推進センター運営委員会 東京都（財団内）
11月 7 日 公民連携（PPP/PFI）アドバイザー派遣 東京都東村山市
11月 7 日〜 8 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 石川県羽咋市
11月 8 日 公民連携（PPP/PFI）アドバイザー派遣 大分県
11月 8 日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 茨城県取手市
11月 8 日 ふるさと財団業務説明会 長崎県
11月11日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 長野県長野市
11月14日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 和歌山県和歌山市
11月14日〜15日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 佐賀県嬉野市
11月17日 新・地域再生マネージャー事業　地域再生セミナー 岡山県岡山市
11月17日〜18日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 北海道白老町
11月21日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 兵庫県高砂市
11月24日〜25日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 北海道福島町
11月25日〜26日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 佐賀県佐賀市
11月30日〜12月 1 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 岩手県大船渡市
12月 2 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 和歌山県橋本市
12月 6 日〜 7 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 福岡県芦屋町
12月11日〜12日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 香川県観音寺市
12月16日 公民連携（PPP/PFI）アドバイザー派遣 兵庫県神戸市
12月13日 地域産業の育成・支援に関する調査研究会 東京都（財団内）
12月19日〜21日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 和歌山県由良町
12月20日 第3回公民連携実務研究会 東京都（財団内）
12月21日 公民連携（PPP/PFI）アドバイザー派遣 福井県福井市
12月22日 公民連携（PPP/PFI）アドバイザー派遣 長崎県




